
今、　花ひらく小さな城下町　三春

（写真：第 15 回さくら湖マラソン大会 親子の部スタート）

さ
く
ら
湖
を

　元
気
い
っ
ぱ
い
力
走

● 井戸水放射性物質検査交付金支給／町営貝山プールオープン／三春町公共施設整備方針検討委員会中間報
告／平成 25 年度町職員募集／国民健康保険税のお知らせ／特定健診・がん検診のお知らせ



　

さ
く
ら
湖
マ
ラ
ソ
ン
大
会
実
行
委
員
会
主
催
の
「
第

15
回
さ
く
ら
湖
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」
が
、
６
月
10
日
中
郷

学
校
を
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
は
東
日
本
大
震
災
の
影
響
で
中
止
さ
れ
ま
し
た

が
、
今
年
は
、
本
大
会
を
通
じ
て
県
内
外
へ
「
元
気
を

発
信
」
し
、
復
興
に
繋
げ
よ
う
と
い
う
趣
旨
の
も
と
開

催
さ
れ
、
１
、１
６
１
人
の
ラ
ン
ナ
ー
が
、
16
部
門
に

分
か
れ
て
健
脚
を
競
い
、
さ
く
ら
湖
を
駆
け
抜
け
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
時
折
小
雨
が
ち
ら
つ
き
ま
し
た
が
、
ラ
ン
ナ
ー
に
と
っ
て
は
最
高
の
天
候
と
な
り
、

初
夏
の
さ
く
ら
湖
周
辺
の
自
然
を
満
喫
し
な
が
ら
、
精
一
杯
の
走
り
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
コ
ー
ス
沿
い
の
仮
設
住
宅
に
住
む
富
岡
町
・
葛
尾
村
の
皆
さ
ん
も
、
ラ
ン
ナ
ー

に
一
生
懸
命
声
援
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。
走
り
終
え
た
選
手
か
ら
は
、「
仮
設
の
皆
さ
ん
の
応

援
が
と
て
も
励
み
に
な
り
元
気
を
も
ら
っ
た
」、「
タ
フ
な
コ
ー
ス
で
し
た
が
、
仮
設
の
方
々

の
声
援
と
笑
顔
で
自
然
と
足
が
軽
く
な
り
ま
し
た
」
な
ど
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

第
15
回
さ
く
ら
湖
マ
ラ
ソ
ン
大
会
開
催
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三春中学校 武田美樹選手

14.2 ㌔の部 勢い良くスタート春田大橋を力走する選手

小学校女子 3・４年生、5・6 年生のスタート

最後の力を振り絞りラストスパートでゴール

最後まで選手に声援を送り続けた桜中学校生徒の皆さんと声援に応えるランナー

選手に三春汁を振る舞いました

走り終わった後は冷たい飲み物で一息

選手の健康管理にお世話になりました
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◆ 開場期間　７月 21 日（土）　～８月 26 日（日）
◆ 午前の部　午前９時～ 11 時 55 分　◆ 午後の部　午後１時～３時 55 分
※ 期間中は休まず開場しますが、気温・水温が 23℃以下の場合は休場します。
※ 町内小学校水泳交歓会のため、７月 23 日（月）の午後、24 日（火）全日
　は休場になります。雨天により水泳交歓会が延期された場合、25 日（水）
　から 27 日（金）まで休場する場合がありますので、この期間の利用につ
　いては、当日の朝、次の連絡先へお問い合わせください。
※ 国の基準に基づく水質検査を実施して開場します。
◆ 入場料　一般／１回 100 円　 高校生以下／１回 50 円
◆ 連絡先　☎ 62-0038（町営貝山プール・開場期間のみ）
★ 8 月 12 日（日）は「県民の日」を記念して、町営の体育施設を無料開放します。
◆ 問　三春交流館「まほら」　☎ 62-3837

町営貝山プールオープン！

井
戸
水
の
放
射
性
物
質
検
査
料
を
町
が
負
担
し
ま
す

　

町
で
は
、平
成
23
年
３
月
11
日
以
降
に
自
費
で
井
戸
水
の
放
射
性
物
質
検
査
を
行
っ
た
方
々

に
、
申
請
に
よ
り
交
付
金
を
お
支
払
い
い
た
し
ま
す
。

　

町
で
あ
っ
せ
ん
し
て
井
戸
水
の
放
射
性
物
質
検
査
を
受
け
た
方
に
つ
い
て
は
、
別
途
申
請

書
を
送
付
い
た
し
ま
す
の
で
、
同
封
し
た
書
き
方
に
従
っ
て
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
返

送
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
こ
れ
か
ら
井
戸
水
の
放
射
性
物
質
検
査
を
希
望
す
る
方
々
に
つ
い
て
は
、
町
が
委

託
し
て
町
内
の
飲
用
井
戸
水
検
査
を
す
る
予
定
で
す
の
で
、
今
し
ば
ら
く
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

託
し
て
町
内
の
飲
用
井
戸
水
検
査
を
す
る
予
定
で
す
の
で
、
今
し
ば
ら
く
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

す
で
に
井
戸
水
の
放
射
性
物
質

検
査
を
自
費
で
行
っ
た
方

▼ 

交
付
金
の
対
象
者　

　

平
成
23
年
３
月
11
日
以
降
、
自
費
で
個
別

に
井
戸
水
検
査
を
行
っ
た
方

▼ 

交
付
方
法　
口
座
振
込

▼ 

交
付
金
額　
上
限
１
２
、６
０
０
円
（
領

　

収
書
に
よ
り
確
認
い
た
し
ま
す
。）

▼ 

申
請
方
法

▽ 

町
で
あ
っ
せ
ん
し
て
検
査
を
受
け
た
方

に
は
、
申
請
書
を
送
付
し
ま
す
。
そ
れ
以

外
の
方
に
は
、
ご
連
絡
を
い
た
だ
け
れ
ば

申
請
書
を
送
付
し
ま
す
。

▽ 

い
ず
れ
も
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

申
請
書
を
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

申
請
書
の
様
式
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▼ 

交
付
回
数　
一
井
戸
に
つ
き
、
１
回
の
み

※ 

交
付
金
を
受
け
ら
れ
る
方
は
、
次
の
井

　

戸
水
の
放
射
性
物
質
検
査
を
重
複
し
て
受

　

け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意

　

く
だ
さ
い
。

こ
れ
か
ら
新
た
に
井
戸
水
の
放

射
性
物
質
検
査
を
希
望
す
る
方

▼ 

検
査
主
体　

　

町
が
委
託
し
た
検
査
業
者
に
よ
り
実
施
し

ま
す
。

▼ 

対
象
者　

　

平
成
23
年
３
月
11
日
以
降
、
自
費
で
井
戸

水
検
査
を
行
っ
て
い
な
い
方
で
、
検
査
を
希

望
す
る
方

※ 
前
記
の
交
付
金
を
受
領
し
た
方
は
対
象

　

と
な
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼ 

検
査
方
法　

　

地
区
ご
と
に
井
戸
水
の
入
っ
た
２
㍑
の

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
預
か
り
検
査
を
行
う
予
定

で
す
。
詳
し
い
内
容
は
、「
広
報
み
は
る
８

月
号
」
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

放
射
性
物
質
を
除
く
井
戸
水
の

　
　
　
　水
質
検
査
あ
っ
せ
ん

　

井
戸
水
の
放
射
性
物
質
検
査
は
町
が
実
施

し
ま
す
が
、
そ
れ
と
は
別
に
、
衛
生
的
で
安

全
な
飲
料
水
を
飲
用
で
き
る
よ
う
、
引
き
続

き
、
次
の
項
目
に
つ
い
て
水
質
検
査
の
あ
っ

せ
ん
を
し
て
い
ま
す
。

検
査
の
種
類
と
項
目

　

町
が
あ
っ
せ
ん
す
る
水
質
検
査
は
次
の

「
10
項
目
検
査
」
と
「
特
定
項
目
検
査
」
の

申
込
方
法

検
査
方
法
等

　

役
場
窓
口
に
備
え
付
け
て
あ
る
申
込
書
に

よ
り
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
込
用
紙

を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
の
で
、
必
要
事

項
を
記
入
の
う
え
、
郵
送
で
申
し
込
ん
で
い

た
だ
い
て
も
結
構
で
す
。

　

な
お
、
電
話
で
の
申
込
み
は
で
き
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

申
込
み
い
た
だ
く
と
、
町
か
ら
検
査
機
関

名
お
よ
び
採
水
日
を
文
書
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

　

検
査
機
関
が
ご
自
宅
を
訪
問
し
て
蛇
口
な

ど
か
ら
採
水
し
、
検
査
結
果
が
わ
か
り
し
だ

い
、
検
査
機
関
よ
り
直
接
報
告
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
検
査
料
金
の
お
支
払
い
は
、
採
水

時
に
直
接
検
査
機
関
に
お
支
払
い
く
だ
さ

い
。

▼ 

問　
住
民
課 
生
活
環
境
グ
ル
ー
プ

　
　
　

 

☎
62-

２
１
４
７

２
種
類
で
す
。

▼ 

10
項
目
検
査

▽ 

検
査
項
目　

一
般
細
菌
、
大
腸
菌
、
硝

　

酸
態
・
亜
硝
酸
態
窒
素
、
塩
化
物
イ
オ
ン
、

　

有
機
物
（
Ｔ
Ｏ
Ｃ
）、ｐ
Ｈ
、
味
、
臭
気
、

　

色
度
、
濁
度

▽ 

検
査
料
金
（
税
込
み
）
６
、０
０
０
円

▼ 

特
定
項
目
検
査

▽ 

検
査
項
目　
硝
酸
態
・
亜
硝
酸
態
窒
素

▽ 

検
査
料
金
（
税
込
み
）
１
、５
０
０
円
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５
月
29
日
、
三
春
交
流
館
「
ま
ほ
ら
」

に
お
い
て
、
第
４
回
目
と
な
る
「
東
日
本

大
震
災
学
習
会
」を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、「
放
射
能
の
影
響
を
よ
く

知
り
、
上
手
に
つ
き
あ
う
た
め
に
」
と

題
し
て
、
大
阪
大
学
名
誉
教
授
の
中
村

仁ひ
ろ
の
ぶ信
氏
の
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ

れ
に
先
立
ち
、「
土
壌
放
射
線
量
と
Ｏ
Ｓ

Ｌ
線
量
計
測
定
結
果
の
考
察
」、「
町
が

実
施
し
た
放
射
線
対
策
及
び
外
部
・
内

部
被
ば
く
測
定
結
果
」
の
報
告
が
、
そ

れ
ぞ
れ
東
北
大
学
理
学
研
究
科
助
教
の

小
池
武
志
氏
、
三
春
町
教
育
長
の
遠
藤
真
弘
氏
よ
り
あ
り
ま
し
た
。

　

学
習
会
の
後
半
で
は
、
玄
侑
宗
久
氏
（
三
春
実
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
副
代
表
／
福
聚
寺
住
職
）
を
座
長
に
、
中
村
仁
信
氏
、
小
池
武

志
氏
、
篠
塚
勉
氏
（
東
北
大
学
理
学
研
究
科
准
教
授
）
に
よ
る
討

論
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
当
日
の
模
様
を
録
画
し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
貸
し
出
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。
希
望
す
る
方

は
、
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　

▼ 

問　
総
務
課 

企
画
情
報
グ
ル
ー
プ　

☎
62-

８
１
２
５

第
４
回
東
日
本
大
震
災
学
習
会
を
開
催

三
春
町
公
共
施
設
整
備
方
針
検
討
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　中
間
報
告
を
行
い
ま
し
た

　

三
春
町
に
は
、
役
場
庁
舎
や
旧
公
民
館
な
ど
建
設
後
相

当
程
度
の
年
数
を
経
過
し
耐
震
上
課
題
の
あ
る
施
設
が
多

い
こ
と
か
ら
、
将
来
世
代
に
利
用
可
能
な
資
源
を
確
実
に

引
き
継
ぐ
た
め
の
整
備
方
針
を
定
め
る
こ
と
と
、
新
中
学

校
建
設
に
よ
っ
て
廃
校
と
な
る
４
中
学
校
の
跡
地
利
用
を

定
め
る
こ
と
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
町
は
、
昨
年
11
月
に
町
民
代
表
や
学
識
経
験
者

な
ど
か
ら
な
る「
三
春
町
公
共
施
設
整
備
方
針
検
討
委
員
会
」

を
設
置
し
、
公
共
施
設
の
整
備
方
針
の
検
討
を
お
願
い
し
て

き
ま
し
た
。
委
員
会
で
は
、
こ
の
う
ち
役
場
庁
舎
、
旧
公
民

館
お
よ
び
図
書
館
を
優
先
し
て
検
討
し
、
こ
の
ほ
ど
、
次
の

よ
う
な
中
間
報
告
が
町
長
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、中
間
報
告
書
、検
討
委
員
会
の
資
料
や
議
事
録
は
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

役
場
庁
舎
整
備
の
方
向
性

● 

現
庁
舎
の
諸
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に

　
は
、
改
修
で
は
十
分
で
な
く
建
て
替
え
る

　
べ
き
で
あ
る
。

　

現
庁
舎
の
諸
課
題
を
抜
本
的
に
解
決
す
る

た
め
に
は
、
改
修
に
よ
っ
て
施
設
の
延
命
を

図
る
方
法
で
は
対
応
が
十
分
で
は
な
く
、
仮

に
耐
震
補
強
工
事
・
改
修
工
事
を
実
施
し
て

も
建
物
の
耐
用
年
数
が
延
び
る
こ
と
に
は
な

ら
な
い
の
で
、
役
場
庁
舎
を
建
て
替
え
る
べ

き
で
あ
る
。

● 

建
替
場
所
に
つ
い
て
は
、
現
在
地
周
辺

　
を
基
本
と
し
て
選
定
す
べ
き
で
あ
る
。

　

建
替
場
所
に
つ
い
て
は
、
市
街
地
整
備
に

係
る
「
２
核
１
軸
構
想
」
の
考
え
方
に
基
づ

き
、
公
共
施
設
ゾ
ー
ン
に
立
地
す
る
こ
と
が

望
ま
し
く
、
候
補
地
と
し
て
は
「
現
役
場
庁

旧
公
民
館
と
図
書
館
整
備
の
方
向
性

● 

旧
公
民
館
は
解
体
し
、
そ
こ
に
図
書
館

　
を
新
築
す
べ
き
で
あ
る
。

旧
公
民
館
に
つ
い
て
は
、
建
物
・
設
備
の

経
年
劣
化
を
は
じ
め
、
耐
震
性
能
が
不
足
し

災
害
時
の
危
険
性
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
図
書
館
に
つ
い
て
は
、
施
設
が

狭き
ょ
う
あ
い
隘
の
た
め
閲
覧
・
開
架
ス
ペ
ー
ス
が
十
分

に
確
保
で
き
て
い
な
い
状
況
に
あ
る
。
さ
ら

に
は
、
長
年
賃
借
料
を
支
払
っ
て
い
る
な
ど

の
課
題
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
図
書
館
の
利
用

中
間
報
告
を
踏
ま
え
た
町
の
対
処
方
針

　
～
役
場
庁
舎
の
整
備
を
優
先
し
て
検
討
～

　

中
間
報
告
が
な
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
町
で

は
今
後
、
町
議
会
と
協
議
し
、
町
民
意
向
の

反
映
や
専
門
家
の
助
言
を
仰
ぎ
な
が
ら
、
具

大津茂委員長（中央）と佐久間保一副委員長（左）から町長への中間報告

を
拡
げ
る
た
め
に
は
、新
築
す
べ
き
で
あ
る
。

　

図
書
館
の
建
設
位
置
に
つ
い
て
は
、
小
学

生
を
は
じ
め
と
し
た
町
民
の
利
便
性
や
周
辺

環
境
か
ら
、
市
街
地
整
備
に
係
る
「
２
核
１

軸
構
想
」
の
考
え
方
に
基
づ
く
公
共
施
設

ゾ
ー
ン
へ
立
地
す
る
こ
と
が
望
ま
し
く
、「
旧

公
民
館
解
体
後
の
跡
地
」
が
そ
の
候
補
地
と

し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

舎
」、「
役
場
駐
車
場
」、「
現
役
場
庁
舎
裏
町

有
地
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

こ
れ
ら
の
候
補
地
は
そ
れ
ぞ
れ
実
現
上
の

課
題
な
ど
も
抱
え
て
お
り
、
今
後
、
町
が
具

体
的
な
検
討
を
進
め
、
優
位
性
の
高
い
建
替

候
補
地
を
選
定
す
る
必
要
が
あ
る
。

▼ 

問　
財
務
課 

管
理
契
約
グ
ル
ー
プ 

　
　
　

 

☎
62-

２
１
３
２

現
化
の
検
討
を
行
っ
て
い
く
こ
と
と
し
ま
す
。

　

な
お
、
耐
震
上
緊
急
性
が
あ
り
、
ま
た
、

災
害
発
生
時
に
お
い
て
町
民
の
安
全
と
安
心

を
確
保
す
る
拠
点
と
な
る
こ
と
か
ら
、
役
場

庁
舎
の
整
備
計
画
作
成
に
優
先
し
て
取
り
組

む
こ
と
と
し
ま
す
。

《
今
後
検
討
す
る
こ
と
と
な
る
主
な
項
目
》

▼ 

建
替
場
所
の
選
定

▼ 

役
場
庁
舎
が
新
た
に
備
え
る
べ
き
機
能

▼ 

役
場
庁
舎
の
規
模

▼ 

建
築
時
期
と
事
業
費

▼ 

最
も
優
位
な
整
備
手
法

小池武志氏遠藤真弘氏

中村仁信氏篠塚勉氏（左）と玄侑宗久氏（右）



採用予定人員

試験区分
職　　種

受験資格

受付期間

第１次試験

７月11日（水）～８月10日（金）
郵送の場合は、８月８日（水）までの消印のあるものに限ります。

若干名

高校卒程度

昭和48年4月2日から平成7年4月1日まで
に生まれた者。（学歴不問）（ただし、大学を
卒業した者又は平成25年3月までに大学を
卒業する見込みの者を除く。）

： 11月下旬頃（日程については、第１次試験合格通知の際、お知らせします。）
： 三春町役場
： 小論文、スポーツ実技による適応力検査、面接など

第２次試験

試 験 日
試験会場
試験内容

そ の 他
試 験 日
試験会場
試験内容

昭和58年4月2日から平成5年4月1日までに
生まれた者(栄養士免許を有する者又は平成
25年3月までに取得見込みの者)

： 9月16日（日）
： 小野町多目的研修集会施設（田村郡小野町大字小野新町字中通２番地）
： 教養試験、資格免許試験（高校卒程度は教養試験のみ）、一般性格診断検査、
  職場適応性検査
： 福島県町村会の統一試験により実施します。

若干名
栄養士

資格免許職
一般事務

　平成 25 年度町職員採用候補者試験（高校卒程度・資格免許職）を下表により行います。受験を希望される方（身
体障害者手帳の交付を受けている方を含みます。）は、総務課備え付けの申込書により期日までにお申し込みくだ
さい。部活動経験者の応募を歓迎します。
　なお、詳細は、総務課備え付けの受験案内をご覧ください。
※ 申込書と受験案内は、町ホームページからもダウンロードできます。
◆ 町ホームページＵＲＬ　http://www.town.miharu.fukushima.jp/
◆ 申込み・問い合わせ先　総務課　庶務グループ　☎ 62-2111
▼ 試験区分・職種など

平成 25年度町職員を募集します

●● 町臨時職員を募集します ●●
　町では、臨時職員を募集します。臨時職員として登録された方の中から選考して雇用します。希望する方はお申
し込みください。
● 雇用期間　８月１日（水）より６か月以内（更新の可能性あり）
● 勤務時間　午前８時 30 分～午後５時 15 分　※ 勤務場所により異なります。
※ 雇用とならなかった場合でも、雇用の必要が生じた場合には、登録された方の中から選考して雇用いたします。
● 募集人数　各職種若干名
● 保険などの加入　勤務日数・勤務時間により社会保険・労働保険に加入
● 受付期間　７月２日（月）～７月 20 日（金）　午前８時 30 分～午後５時　※ 土・日曜日、祝日を除きます。
● 応募方法　履歴書を持参のうえ、ご本人がお越しください。簡単な面接を行います。
※ 資格を証明するものの写しを履歴書に添付してください。
● 募集職種・賃金など

職種 賃金（１日につき） 備考

※ 町規定により、通勤手当を支給します。

保育士

保健師 8,000円

6,600円
町立保育所での保育業務
※ 有資格者に限る

保健センターなどでの業務
※ 有資格者に限る

● 申込・問　総務課 庶務グループ　☎ 62-2111

5
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◆ 低所得者に対する軽減
　世帯主および被保険者の平成 23 年中の所得により、均等割および平等割が軽減（２割・５割・７割）される場
合があります。申請は不要ですが、確定申告または住民税の申告をしている必要があります。
◆ 東日本大震災で被災したことによる減免
　東日本大震災により、居住する住宅に損害を受け、損害の程度が 10 分の２以上の場合は、申請により国保税が
減免されます。また、震災による事業収入などの減少が平成22年の事業収入などの10分の３以上ある場合（保険金、
損害賠償金などで補てんされる金額は除く。）、申請により減免される場合があります。
　なお、詳しい内容や手続き方法は、税務課課税グループまでお問い合わせください。

問い合わせ先　税務課　課税グループ（国保税）☎ 62-8127　　   　
　　　　　　　　　 保健福祉課　国保医療グループ（医療費給付）☎ 62-3166

　保険税は届出をしたときからではなく、資格を取得した月の分から課税されます。
◆ 加入した時
　年間保険税 × 加入した月から年度末までの月数 ÷12
◆ 脱退したとき
　年間保険税 × ４月から脱退した月の前月までの月数 ÷12
※ 届出が遅れた場合は、さかのぼって課税されます。平成 23 年度以前にさかのぼって加入した場合は、過年度分
　も課税されます。国民健康保険に加入、脱退する手続きは速やかにお願いします。

　国民健康保険税には次の軽減、減免制度があります。
◆ 非自発的失業者に対する軽減措置
　倒産、解雇、雇い止めなどにより失業した場合、失業の日の翌日の属する年度からその翌年度末までの間、前年
の給与所得を 30/100 として国保税を計算します。対象となる方は、平成 21 年３月 31 日以降に離職し、ハローワー
ク発行の雇用保険受給資格者証にある離職理由コードが以下に該当する方です。

　高齢化の急速な進行、医療技術の高度化などにより、医療費が増大する一方、景気低迷による所得の減少で保険
税収入が伸び悩むなど、国民健康保険事業は厳しい状況のもとでの運営を余儀なくされています。この状況を改善
するためには、増大する医療費を抑えていく必要があります。
◆ はしご（受診）はやめましょう
　同じ病気で複数の医療機関にかかることは控えましょう。医療費を増やしてしまうだけでなく、重複する検査や
投薬により、かえって体に悪影響を与える心配もあります。今受けている治療に不安や疑問があるときは、そのこ
とを医師に伝えて話し合ってみましょう。
◆ 診療時間内にかかりましょう
　医療機関を受診するのは、なるべく診療時間内にしましょう。夜間や休日に開いている医療機関は、救急や緊急
性の高い患者さんを受け入れるためのものです。平日の時間内に受診することができないか、もう一度考えてみま
しょう。
◆ かかりつけ医をもちましょう
　かかりつけの医師をもち、気になることがあったら、まずはかかりつけの医師に相談しましょう。かかりつけ医
は病気の治療だけでなく、病気予防のアドバイスや日常生活での健康管理、大きな病院との連携などをしてくれて、
大きな助けとなります。
◆ かかりつけ薬局を決めましょう
　薬は飲み合わせによっては副作用を起こすことがあります。かかりつけ薬局をもつと、飲み合わせのチェック、
薬の使い方などの疑問に十分な説明と指導が受けられます。また、ジェネリック医薬品（後発医薬品）の使用につ
いても相談することができます。ジェネリック医薬品は先発医薬品と同等の効能を持つ医薬品で、薬代を安く抑え
ることができます。

離職理由コード

１１　　　１２　　　２１　　　２２　　　３１　　　３２

対象者

特定受給資格者（倒産・解雇）

特定理由離職者（雇い止め） ２３　　　３３　　　３４　　　　　　

年度途中で国民健康保険に加入・脱退したときの保険税

国民健康保険税の軽減・減免

　該当する場合は、国民健康保険証、雇用保険受給資格者証および印鑑を持参のうえ、税務課窓口で申請してくだ
さい。

〜医療費を抑えるために〜



　納付方法は、納付書または口座振替による納付と年金から
の引き落としによる納付となります。
◆ 納付書または口座振替による納付
　７月から翌年３月まで９回に分けて納付していただきま
す。（一括納付もできます。）
◆ 年金からの引き落としによる納付
　次のすべてに該当する場合は、年金から国保税が引き落と
しとなります。
◇ 世帯主が国保に加入していること。
◇ 世帯内の国保加入者全員が 65 歳から 74 歳であること。
◇ 引き落としの対象となる年金が 18 万円以上あり、介護保
　険料と合わせて、年金額の 2 分の１を超えないこと。

国民健康保険税の納付方法

国保税の項目

加入者の所得に応じて計算

加入者の固定資産税に応じて計算

被保険者１人当たりの金額

１世帯当たりの金額

年税額の課税最高額

医療分
（加入者全員）

後期高齢分
（加入者全員）

介護分
（40～64歳）

7.90%

16.00%

21,600円

24,400円

51万円

2.10%

6.00%

6,900円

5,400円

14万円

2.85%

0.90%

8,000円

7,400円

12万円

※ 年税額は、上記①～④の合計となります。（100円未満切り捨て）

▼ 平成24年度の国保税率

①所得割

②資産割

③均等割

④平等割

課税限度額

※ 納税義務者
　保険税は世帯主に課税されます。世帯主が国保に加入していない場合や世帯主が後期高齢者医療制度に加入して
いる場合でも、世帯主宛に納税通知書が送付されます。 

① ②

③ ④

★ 国保税は、その年度にかかる医療費を予測し、保険税に係る負担
　分を①〜④の計算方法により試算します。その結果、平成 24 年度
　の国保税率は、下記のとおりとなります。

平成 24年度国民健康保険税のお知らせ
　国民健康保険（国保）は、病気やケガに備えて加入者

（被保険者）がお金（国保税）を出し合って医療費などに
あてる「助け合いの医療保険制度」です。
　国保財政は国・県の補助金や負担金、町からの繰入金
などに加えて、加入者皆さんの国保税を財源に運営して
います。
　平成 24 年度の国保税率については、長引く景気の低迷、
さらに東日本大震災により、被保険者の皆さんをとりま
く環境が大変厳しいことを考慮して、平成 23 年度と同率
に据え置くこととしました。

※ 申出により、年金からの引き落としを口座振替に変更することができます。金融機関（東邦銀行、たむら農協、
郡山信用金庫、ゆうちょ銀行）で口座振替の手続きをした後、口座振替利用申込書控え、被保険者証、印鑑を持
参のうえ、税務課窓口で申出をしてください。

※ 今年の 10 月から年金からの引き落としになる場合は、７月・８月・９月分は納付書または口座振替による納付
となり、10 月・12 月・２月分が年金からの引き落としになります。

※ 昨年の 10 月以降、年金からの引き落としになっている場合、原則として引き続き年金からの引き落としになり
ますが、上記の要件から外れた場合は、納付書または口座振替による納付となります。

※ ご自分がどの納付方法になるかは、7 月中旬に送付する納税通知書をご確認ください。

65～74歳

国保被保険者国保被保険者
（世帯主）

会社の健康保険
などの被保険者

会社の健康保険
などの被保険者

◆ 世帯内の国保被保険者が全員65歳～74歳の場合 ◆
（ただし、世帯主も国保保険者の場合に限る）

国保の保険税が世帯主の年金から引き落としになります

例：世帯がこのような場合
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▼ 

実
施
期
間

　

７
月
１
日
（
日
）
〜
11
月
30
日
（
金
）

▼ 

対
象
者

▽ 

40
歳
以
上
75
歳
未
満
で
国
民
健
康
保
険

　

に
加
入
し
て
い
る
方

▽ 

集
団
特
定
健
診
を
受
け
て
い
な
い
方

▼ 

受
診
に
必
要
な
も
の

▽ 

集
団
健
（
検
）
診
を
全
く
受
け
て
い
な
い
方

　

４
月
に
お
届
け
し
て
い
る
「
総
合
健
（
検
）

診
受
診
録
」「
特
定
健
診
受
診
券
」
と
「
保

険
証
」を
医
療
機
関
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▽ 

集
団
健
（
検
）
診
で
が
ん
検
診
な
ど
を

　
受
け
た
方

　

集
団
検
診
受
診
時
に
町
が
発
行
し
た
「
健

診
受
診
済
証
」
と
「
特
定
健
診
受
診
券
」「
保

険
証
」を
医
療
機
関
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
「
健
診
受
診
済
証
」
が
な
い
方
は
、
保
健

セ
ン
タ
ー
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼ 

申
込
方
法

　

実
施
医
療
機
関
に
直
接
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

特
定
健
診
・
が
ん
検
診
の
お
知
ら
せ

　

ま
だ
健
（
検
）
診
を
受
け
て
い
な
い
方
は
、
こ
れ
か
ら
実
施
す
る
健
（
検
）
診
を
受
け
て

自
分
の
健
康
状
態
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

施
設
特
定
健
診

施
設
が
ん
検
診（
胃
が
ん・肺
が
ん・大
腸
が
ん
）

▼ 

実
施
期
間

　

７
月
１
日
（
日
）
〜
11
月
30
日
（
金
）

▼ 

対
象
者

▽ 

40
歳
以
上
の
方

▽ 

集
団
が
ん
検
診
を
受
け
て
い
な
い
方

▼ 

受
診
に
必
要
な
も
の

▽ 

集
団
健
（
検
）
診
を
全
く
受
け
て
い
な
い
方

　

４
月
に
お
届
け
し
て
い
る
「
総
合
健
（
検
）

診
受
診
録
」
と
「
保
険
証
」
を
医
療
機
関
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▽ 

集
団
健
（
検
）
診
で
特
定
健
（
検
）
診

　
な
ど
を
受
け
た
方

　

集
団
検
診
受
診
時
に
町
が
発
行
し
た
「
健

診
受
診
済
証
」
と
「
保
険
証
」
を
医
療
機
関

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
「
健
診
受
診
済
証
」
が
な
い
方
は
、
保
健

セ
ン
タ
ー
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼ 
申
込
方
法

　

実
施
医
療
機
関
に
直
接
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

▼ 

対
象
者

▽ 

平
成
25
年
３
月
31
日
ま
で
に
40
歳
以
上

　

で
偶
数
年
齢
に
到
達
す
る
方

▽ 

平
成
23
年
度
対
象
者
で
未
受
診
の
方

▼ 

申
込
方
法

▽ 

平
成
25
年
３
月
31
日
ま
で
に
40
歳
以
上

　

で
偶
数
年
齢
に
到
達
す
る
方
に
は
「
申
込

　

ハ
ガ
キ
」
を
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
ハ
ガ

　

キ
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽ 

平
成
23
年
度
対
象
者
で
未
受
診
の
方
は
、

　

電
話
で
保
健
セ
ン
タ
ー
に
お
申
し
込
み
く

　

だ
さ
い
。

※ 

申
込
み
後
、
集
団
検
診
希
望
の
方
に
は

「
乳
が
ん
検
診
受
診
録
」
を
、
施
設
検
診

希
望
の
方
に
は
「
乳
が
ん
検
診
受
診
券
」

を
お
送
り
し
ま
す
。

▼ 

受
診
方
法

▽ 

集
団
乳
が
ん
検
診

　

予
約
し
た
検
診
日
時
に
「
乳
が
ん
検
診
受

診
録
」
を
持
っ
て
検
診
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

▽ 

施
設
乳
が
ん
検
診

　

実
施
医
療
機
関
に
直
接
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
予
約
し
た
検
診
日
時
に
「
乳
が
ん
検

診
受
診
券
」「
保
険
証
」
を
持
っ
て
医
療
機

関
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

乳
が
ん
検
診

▼ 

実
施
期
間
と
実
施
会
場

保健センター
保健センター
保健センター
岩江センター
保健センター
保健センター

9月13日
9月14日
9月15日
9月26日
9月27日
9月28日

木
金
土
水
木
金

① 午前９時

② 午前10時

③ 午後1時30分

④ 午後2時30分

検査実施日 実施会場 受付時間

▼ 集団乳がん検診▼ 施設乳がん検診

電話番号
62-3131
0120-33-4895
024-934-5611

医療機関名
三春町立三春病院
星総合病院
総合南東北病院

実施期間
平成24年８月１日～平成25年１月３１日

連絡先
特定健診

がん検診
胃 肺 大腸

血圧/尿
診察/血液など

バリウム
検査

胃カメラ
検査

胸部Ｘ線
検査

便潜血
検査

○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○

○ ○

○
○

○
○
○

○

西山医院
石川医院
矢吹医院
のざわ内科クリニック
三春町立三春病院
雷クリニック
春山医院

せんざき医院

医療機関名

62-2473
62-2630
62-3015
61-1500
62-3131
62-6333
62-3239
61-2777

○
○
○
○
○
○
○
○

▼ 実施医療機関

特定健診
肺がん
胃がん
大腸がん
子宮がん

乳がん

施設
施設
施設
施設
施設
集団
施設

1,000円
1,000円
4,000円
   600円
1,000円
　500円
1,000円

70歳以上の方
生活保護の方・非課税世帯の方
※ 事前の確認が必要ですので保健セン
　ターまでご連絡ください。

▼ 自己負担金

▼ 無料となる方

▶ 問い合わせ先　保健センター ☎ 62-3166

※ 田村市、小野町の医療機関をご希望の方は、保健センターにお問い合わせください。
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ご
存
じ
で
す
か
？

医
療
費
の
限
度
額
適
用
と
入
院
時
の
食
事
代
減
額
制
度

▼ 

手
続
き
に
必
要
な
も
の

① 

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

② 

印
鑑

③ 

１
月
１
日
以
降
に
転
入
さ
れ
た
方
は
１

　

月
１
日
現
在
の
住
所
地
市
町
村
発
行
の
所

　

得
証
明
書

▼ 

問　
保
健
セ
ン
タ
ー 

国
保
医
療
グ
ル
ー
プ

        　

☎
62-

３
１
６
６

▼ 国民健康保険（小学生～70歳未満）被保険者の場合（月額）

所得区分
入院・外来の医療費限度額（世帯単位）
高額該当が3回目
までの限度額

高額該当が4回目
以降の限度額

入院時の食事代
（1食当たり）

上位所得世帯

一般世帯

住民税非課税世帯

150,000円
＋（医療費－500,000円）×１％

80,100円
＋（医療費－267,000円）×１％

35,400円

83,400円

44,400円

24,600円

260円
（標準負担額）

260円
（標準負担額）

90日までの入院
90日を超える入院

210円
160円

※ 15 歳までの方で入院時食事代を負担した場合は、子育て支援医療費助成制
　度により負担額を給付できますので、保健センターへ申請してください。

※ 現役並み所得者と一般世帯の方は、受給者証または被保険者証の提示で限度
額適用が受けられます。

※ 低所得Ⅰ、低所得Ⅱの適用には「限度額適用・標準負担額減額認定証」の交
付申請が必要です。

注 1 世帯全員が住民税非課税の方
注 2 世帯全員が住民税非課税で、その世帯の各所得が必要経費・控除を差し引いたときに 0 円となる方

　

医
療
費
の
窓
口
負
担
額
は
、
世
帯
の
所
得

区
分
に
よ
り
限
度
額
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を

超
え
て
支
払
っ
た
場
合
、
超
え
た
負
担
額
が

高
額
療
養
費
と
し
て
給
付
さ
れ
ま
す
。
医
療

費
の
限
度
額
適
用
制
度
と
は
、「
限
度
額
適

用
認
定
証
」
を
提
示
す
る
こ
と
で
、
窓
口
で

の
支
払
い
額
が
限
度
額
ま
で
と
な
る
制
度
で

す
。

　

こ
の
医
療
費
の
限
度
額
適
用
お
よ
び
入
院

時
食
事
代
減
額
（
非
課
税
世
帯
が
対
象
）
制

度
を
利
用
す
る
た
め
に
は
「
限
度
額
適
用
・

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」
が
必
要
で
す
。

　

す
で
に
認
定
証
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方

は
、
有
効
期
限
が
７
月
31
日
（
火
）
ま
で
と

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
７
月
中
に
更
新
手
続

き
が
必
要
で
す
。

▼ 国民健康保険高齢受給者（70歳～75歳未満）および後期高齢者医療被保険者の場合 自己負担限度額（月額）

所得区分
医療費限度額

外来 外来＋入院
入院時の食事代
（1食当たり）

現役並み所得者

一般世帯

低所得Ⅱ 注１

44,400円

12,000円

8,000円

80,100円
+（医療費－267,000円）×１％
4回目以降は44,400円

44,400円

24,600円

260円
（標準負担額）

260円
（標準負担額）

90日までの入院
90日を超える入院

210円
160円

低所得Ⅰ 注２ 8,000円 15,000円 100円

医療機関名電話番号

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

（医）遠藤医院

三春町立三春病院

公立小野町地方綜合病院

あべウイメンズクリニック

（医）杏和会今村ホームクリニック

（医）慈敬会乾マタニティクリニック

太田綜合病院附属熱海総合病院

太田綜合病院附属太田西ノ内病院

（医）岡崎産婦人科

小野レディスクリニック

（医）桜井産婦人科医院

（財）湯浅報恩会寿泉堂クリニック

（医）鈴木産婦人科医院

医療機関名No No 電話番号

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

12

13

総合南東北病院

たなかレディースクリニック

（医）仁正会塚原産婦人科・内科・外科医院

（財）慈山会医学研究所付属　坪井病院

（医）慈繁会ト－タルヘルスクリニック

（医）共生会クリニック

美術館通クリニック

（医）古川産婦人科　

財団法人星総合病院

ロマリンダクリニック

郡山市医療介護病院

ひさこファミリ－クリニック

桑野協立病院

0247-85-2016

0247-62-3131

0247-72-3181

024-923-4188

024-922-8999

024-925-0705

024-984-0088

024-925-1188

024-945-8080

024-937-3755

024-932-1637

024-939-4616

024-946-1363

024-934-5322

024-952-7234

024-922-5789

024-946-0808

024-927-0305

024-956-7778

024-956-0303

024-922-1155

024-923-3711

024-924-1161

024-934-1240

024-952-4415

024-933-5422

施
設
子
宮
が
ん
検
診

▼ 
実
施
期
間

　８
月
１
日
（
水
）
〜
平
成
25
年
１
月
31
日
（
木
）

▼ 

対
象
者

▽ 

平
成
25
年
３
月
31
日
ま
で
に
20
歳
以
上

　

で
偶
数
年
齢
に
到
達
す
る
方

▽ 

平
成
23
年
度
対
象
者
で
未
受
診
の
方

※ 

今
年
６
月
、
７
月
に
実
施
し
た
集
団
子

　

宮
が
ん
検
診
を
受
け
た
方
は
対
象
と
な
り

　

ま
せ
ん
。

▼ 実施医療機関および連絡先

▼ 

申
込
方
法

　

電
話
で
保
健
セ
ン
タ
ー
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

　

申
込
み
さ
れ
た
方
に
「
子
宮
が
ん
検
診
受

診
券
」
を
お
送
り
し
ま
す

▼ 

受
診
方
法

　

実
施
医
療
機
関
に
直
接
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
予
約
し
た
検
診
日
時
に
「
子
宮
が
ん

検
診
受
診
券
」「
保
険
証
」
を
持
っ
て
、
医

療
機
関
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

▼ 

問　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　

☎
62-

３
１
６
６
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秋
の
シ
ン
ボ
ル
的
イ
ベ
ン
ト
「
三
春
秋
ま
つ
り
」

の
今
年
度
第
１
回
目
の
実
行
委
員
会
が
５
月
31
日

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

三
春
秋
ま
つ
り
は
、
平
成
16
年
に
町
民
の
交
流

推
進
と
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、
産
業

の
振
興
、
文
化
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的

に
開
催
さ
れ
、
以
降
毎
年
11
月
上
旬
に
開
催
し
て

い
ま
す
。

　

実
行
委
員
会
は
、
ま
ち
づ
く
り
協
会
や
商
工
会

な
ど
町
内
各
種
団
体
で
組
織
さ
れ
、
催
し
な
ど
の

内
容
や
規
模
な
ど
を
検
討
し
ま
す
。

　

今
年
は
９
回
目
の
開
催
と
な
り
、
11
月
３
日

（
土
）、
４
日
（
日
）
に
三
春
交
流
館
「
ま
ほ
ら
」

周
辺
に
て
開
催
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
応
急
仮
設
住
宅
の
あ
る
葛
尾
村
と
富
岡
町
と
の
共
催
事
業
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

秋
ま
つ
り
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
随
時
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼ 

問　
産
業
課 

商
工
グ
ル
ー
プ　

☎
62-

３
９
６
０

第
９
回
三
春
秋
ま
つ
り
第
１
回
実
行
委
員
会
を
開
催第１回実行委員会のようす

に
こ
に
こ
元
気
塾
通
信

　
　
　
　
　
　要
田
地
区
の
紹
介

※ 8 月以降も３月まで毎週開催（祝日は除きます。）

岩　江
中　妻
要　田

三　春

沢　石
御木沢
中　郷

月曜日

火曜日

水曜日

木曜日

金曜日

岩江センター

中妻地区公民館
要田交流館大平荘
保健センター
八島台集会所
沢石会館
駅前集会所

中郷地区交流館

曜日地区 会場 7月開催日
 ２・９・23・30

 3・10・17・24
 
 4・11・18・25

 5・12・19・16

 6・13・20・27

◆「にこにこ元気塾」地区別開催日一覧

▼ 

申
込
・
問　
社
会
福
祉
協
議
会　

　
　
　
　
　
　

 

☎ 

62-

３
９
５
０

　

に
こ
に
こ
元
気
塾
は
、
体
と
心
の
健
康
づ
く
り
教
室

や
趣
味
活
動
を
通
し
て
、
自
分
ら
し
い
心
豊
か
な
生
活

を
参
加
者
皆
さ
ん
で
一
緒
に
楽
し
む
場
で
す
。
随
時
参

加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
一
緒
に
体
を
動

か
し
、
楽
し
い
仲
間
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

　

今
回
は
、要
田
地
区
の
活
動
の
様
子
を
紹
介
し
ま
す
。

要
田
地
区
は
約
30
名
の
方
が
「
に
こ
に
こ
元
気
塾
」
を

利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
健
康
運
動
指
導
士
の
指
導
に
よ

る
運
動
機
能
向
上
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
言
語
聴
覚
士
に
よ
る

口
腔
機
能
向
上
、
管
理
栄
養
士
に
よ
る
栄
養
改
善
な
ど

毎
回
違
う
内
容
で
行
っ
て
い
ま
す
。
ゲ
ー
ム
を
取
り
入

れ
た
運
動
や
歯
磨
き
指
導
、
調
理
実
習
な
ど
盛
り
だ
く

さ
ん
の
メ
ニ
ュ
ー
で
す
。
午
後
か
ら
は
利
用
者
さ
ん
の

希
望
に
よ
る
自
主
活
動
で
、
歌
を
歌
っ
た
り
、
ゲ
ー
ム

を
し
た
り
手
芸
を
し
た
り
楽
し
く
過
ご
し
て
い
ま
す
。

にこにこ元気塾に参加した要田地区の皆さん

大
内
ミ
ヨ
子
さ
ん（
南
成
田
）

　

週
１
回
の
利
用
を
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。
毎
回
皆
さ

ん
か
ら
元
気
を
も
ら
っ
て「
に

こ
に
こ
」
し
て
帰
り
ま
す
。

小
林
忠
行
さ
ん
（
熊
耳
）

　
「
に
こ
に
こ
元
気
塾
」
は

心
身
共
に
良
い
サ
ー
ク
ル
で

す
。
ボ
ケ
防
止
に
も
な
り
毎

週
火
曜
日
が
楽
し
み
で
す
。

遠
藤
ト
シ
子
さ
ん
（
熊
耳
）

　

忙
し
く
て
も
休
ま
ず
出
席

す
る
よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。

ス
タ
ッ
フ
の
方
々
の
優
し
い

笑
顔
に
心
が
な
ご
み
ま
す
。

三
春
町
定
住
促
進
計
画
を
策
定
し
ま
し
た

　

近
年
、
町
で
は
、
少
子
化
に
よ
る
自
然
減
や
社
会
減
（
転
入
転
出
の
差
）
が
著
し
く
人
口

の
減
少
が
進
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
原
子
力
発
電
所
事
故
の
影
響
な

ど
に
よ
り
、
転
入
希
望
者
が
町
内
に
住
居
を
確
保
し
に
く
い
状
態
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

町
は
、
平
成
20
年
度
か
ら
少
子
化
対
策
事
業
を
重
点
施
策
と
し
て
位
置
づ
け
、
様
々
な
事

業
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
な
か
な
か
歯
止
め
を
か
け
る
こ
と
が
で
き
な
い

状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

人
口
の
減
少
は
、
町
民
生
活
の
活
力
の
低
下
を
招
く
ば
か
り
で
な
く
、
地
域
経
済
や
町
財

政
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
深
刻
な
問
題
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
現
に
生
活
し
て
い
る
町
民
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
町
外
の
人
々
を
も
惹
き
つ

け
る
こ
と
が
で
き
、
魅
力
あ
る
豊
か
な
暮
ら
し
を
創
出
で
き
る
よ
う
な
施
策
、
人
口
減
少
に

歯
止
め
を
か
け
る
施
策
を
展
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、
人
口
の
流
出
・
減
少
を
抑
制
し
、
定
住

化
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
に
こ
の
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
計
画
の
詳
細
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
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● 環境放射線量に関する問い合わせ先　
　学校などの施設／教育課　学校教育グループ☎ 62-6310
　学校以外の施設／住民課　放射能除染対策班☎ 62-1122

● 町内小中学校等・主な施設における環境放射線量測定値
（単位：マイクロシーベルト／時間）

平成23年
５月23日
0.58
0.78
0.50
1.05
1.18
0.61
0.39
0.59
0.90
0.65
1.23
0.63
0.66
0.50
0.95
1.11
0.36
0.69

（0.13）
（0.11）
（0.09）
（0.14）
（0.13）
（0.12）
（0.11）
（0.12）
（0.13）
（0.14）
（0.16）
（0.15）
（0.15）
（0.12）
（0.29）
（0.21）
（0.12）
（0.15）

平成24年
5月22日

平成24年
6月19日

1
2
3
4
5
6
7
8
９
10
11
12
13
14
15
16
17
18

三春小学校
沢石小学校
要田小学校
御木沢小学校
岩江小学校
中妻小学校
中郷小学校
三春中学校
沢石中学校
要田中学校
岩江中学校
桜中学校
第一保育所
第二保育所
北保育所
岩江幼稚園
中郷幼稚園
三春幼稚園

No. 測定施設
測定値

0.15
0.17
0.13
0.24
0.17
0.16
0.11
0.16
0.20
0.21
0.18
0.09
0.21
0.20
0.24
0.24
0.13
0.17

（0.10）
（0.08）
（0.09）
（0.10）
（0.10）
（0.09）
（0.11）
（0.09）
（0.12）
（0.12）
（0.12）
（0.09）
（0.09）
（0.10）
（0.19）
（0.13）
（0.10）
（0.12）

0.16
0.17
0.15
0.23
0.15
0.16
0.12
0.18
0.20
0.20
0.20
0.10
0.22
0.21
0.26
0.29
0.13
0.19

（0.10）
（0.08）
（0.10）
（0.11）
（0.10）
（0.08）
（0.10）
（0.10）
（0.11）
（0.12）
（0.12）
（0.10）
（0.09）
（0.10）
（0.21）
（0.14）
（0.10）
（0.12）

※ かっこ内は室内の数値 環
境
放
射
線
量
測
定
値
を

　
　
　
　
　
　
　お
知
ら
せ
し
ま
す

　

現
在
、
町
で
独
自
に
測
定
し
て
い
る
小
中
学
校
、
保
育
所
、
幼
稚
園
や
主
な
施
設
の
環
境

放
射
線
量
測
定
値
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平成23年
５月23日

平成24年
5月21日

平成24年
6月19日

19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35

JAたむら御木沢センター
七草木集会所
田村西部環境センター
垢潜集落センター
実沢５区集会所
南成田集会所
要田交流館大平荘
三春浄水場
花見ケ丘公園
過足集会所
狐田集会所
三春ダム（左岸）
斎藤集会所
鷹巣公民館
下舞木２区集会所
山田沫蕩神社駐車場
三春町清掃センター

No. 測定施設など
測定値

1.30
1.12 
1.30
1.07 
0.85
0.52 
0.65 
0.41 
0.38 
0.59 
0.45 
0.54 
0.49
0.77 
1.33 
1.03
0.75 

0.69
0.58 
0.70
0.63 
0.40
0.24 
0.32 
0.30 
0.32 
0.23 
0.26 
0.36 
0.23
0.48 
0.69 
0.61
0.49 

0.65
0.59 
0.72
0.61 
0.38
0.24 
0.31 
0.26 
0.34 
0.22 
0.26 
0.34 
0.21
0.43 
0.63 
0.56
0.45 

　

６
月
13
日
現
在
、
平
成
24
年
産
の
牧
草
・

飼
料
作
物
に
つ
い
て
は
、使
用
で
き
ま
せ
ん
。

県
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
よ
る
流
通
・
利
用
の

自
粛
解
除
の
判
断
が
さ
れ
る
ま
で
は
使
用
し

な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

６
月
13
日
現
在
の
三
春
町
に
お
け
る
利
用

判
断
状
況
は
表
の
と
お
り
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

平
成
24
年
産
の
牧
草
・

　
　飼
料
作
物
に
つ
い
て

▼ 平成 24 年産牧草・飼料作物の三春町における利用判断状況▼ 

問　
産
業
課 
農
林
グ
ル
ー
プ

　
　
　

 

☎
62-

２
１
１
２

　
　
　

 

県
中
農
林
事
務
所 
田
村
農
業
普
及
所

　
　
　

 

☎
62-

３
１
１
３

注１ ６月 13 日現在、１件のみ利用可
注２ 草地更新（反転・耕起：除染）した農家ごとに利用の可否を判断
　　 草地更新をした方は、必ず町に申し出て、刈り取り予定時期をお知らせください。

検査必要 注１

永年生牧草
（オーチャードグラス、リードカ
ナリーグラス、チモシーなど）

野草
（畦草、河川敷など）

青刈り利用

青刈り利用、
サイレージ利
用・乾草利用

単年生飼料作物

サイレージ・
乾草利用

青刈り利用、
サイレージ利
用・乾草利用

イネ科
長大作物
（飼料用トウ
モロコシなど）

イネ科飼料作物
（麦類、ヒエ、イタリ
アンライグラスなど）

検査必要 検査必要 草地更新必要 注２ 草地更新必要 注２

「
町
の
附
属
機
関
を

　
　
　
　紹
介
し
ま
す
」
⑬

　

今
月
は
、
三
春
町
都
市
計
画
審
議
会
を
紹

介
し
ま
す
。

　

三
春
町
都
市
計
画
審
議
会
は
、「
都
市
の
健

全
な
発
展
と
秩
序
あ
る
整
備
を
目
的
と
す
る

都
市
計
画
行
政
を
進
め
る
た
め
」
に
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

審
議
会
は
、
都
市
計
画
法
に
基
づ
き
、
三

春
町
が
決
定
し
よ
う
と
す
る
都
市
計
画
、
景
観

整
備
な
ど
に
関
す
る
必
要
な
事
項
、
町
長
が
都

市
計
画
に
つ
い
て
必
要
と
認
め
る
事
項
を
調

査
審
議
す
る
ほ
か
、
都
市
計
画
や
景
観
整
備
な

ど
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
、
町
ま
た
は
関

係
行
政
機
関
に
建
議
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

現
在
審
議
会
は
、
①
学
識
経
験
の
あ
る
者

４
名
、
②
町
議
会
の
議
員
４
名
、
③
町
の
常

勤
特
別
職
１
名
（
副
町
長
）
の
委
員
で
構
成

さ
れ
て
お
り
、
委
員
の
任
期
は
２
年
で
再
任

さ
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
審
議
会
に
は
、
特
別
な
事
項
を
調

査
審
議
さ
せ
る
専
門
委
員
会
を
設
置
で
き
る

こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
現
在
は
「
美
し
い
ま

ち
を
つ
く
る
三
春
町
景
観
条
例
」
に
基
づ
く

景
観
審
査
を
実
施
す
る
「
景
観
専
門
委
員
会
」

を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

審
議
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
街
路
事
業
の
都

市
計
画
決
定
な
ど
に
つ
い
て
審
議
し
て
き
ま

し
た
。
現
在
は
長
期
未
着
手
に
な
っ
て
い
る

都
市
計
画
道
路
の
見
直
し
な
ど
に
つ
い
て
審

議
し
て
い
ま
す
。

　

景
観
専
門
委
員
会
で
は
、
大
規
模
建
築
物
の

建
築
行
為
お
よ
び
特
別
地
区
に
お
け
る
建
築
行

為
に
つ
い
て
景
観
審
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼ 

問　
建
設
課 

都
市
グ
ル
ー
プ 

　
　
　

 

☎
62-

２
１
１
３

 

〜
三
春
町
都
市
計
画
審
議
会
〜

○ 環境放射線量は、地上高１ｍで計測しています。
○ No1 から No18 の教育施設は、平成 23 年６月 22 日から８月 11 日にかけて、校庭の表土除去を行いました。
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問い合わせ先　教育課　学校教育グループ　☎ 62-6310

地域の子どもは地域のみんなで育てましょう！

　小学校や中学校の１クラスの人数は、国の規定では 40 名以下とされています。特例で福島県をはじめ多くの都
道府県ではそれを下回る人数で学級を編制しています。福島県でも、小学校１・２年生と中学校１年生は 30 名以
下で学級を編制しています。これは、児童生徒が入学してその学校の生活に適応するまでは、きめ細やかな指導が
必要だからです。さらに福島県ではその他の全学年で 33 人以下の学級を編制できるようにし、義務教育９年間に
わたってきめ細やかな指導を実現しています。
　三春町でも、特に小学校では少人数できめ細やかな指導に努めています。現時点では下表のように、少子化が予想以
上に進み、児童数の減少が進むことが予想されるので、さらにきめ細やかな指導を有効に行いたいと考えています。

● きめ細やかな指導の実現

　
要
田
中
学
校
「
最
後
の
一
年
」
が
、
生
徒
に
と
っ
て
楽
し
く
充
実
し
た

も
の
と
な
る
よ
う
、
ま
た
思
い
出
深
い
一
年
と
し
て
深
く
心
に
刻
み
込
ま

れ
る
よ
う
、
特
色
あ
る
教
育
活
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

◆ 

ス
ポ
ー
ツ
交
流
会
（
５
月
）

　

午
前
は
陸
上
競
技
の
各
種
目
、
午

後
は
玉
入
れ
、
パ
ン
食
い
競
走
、
長

縄
跳
び
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を

行
い
ま
し
た
。
体
育
館
に
は
笑
顔
が

あ
ふ
れ
、
学
年
の
枠
を
越
え
て
交
流

を
深
め
ま
し
た
。

◆ 

田
村
支
部
中
学
校
総
合
体
育
大
会

（
５
月
）

　

本
校
は
男
子
が
野
球
と
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
に
、
女
子
は
バ
レ
ー
と
卓
球
に

出
場
し
ま
し
た
。
各
部
と
も
、
最
後

ま
で
粘
り
強
く
戦
い
ま
し
た
。
野
球
部
は
、
男
子
７
名
だ
っ
た
た
め
、
女

子
２
名
が
加
わ
っ
て
試
合
に
臨
み
ま
し
た
。
選
手
は
一
丸
と
な
っ
て
、
手

に
汗
握
る
好
ゲ
ー
ム
を
展
開
し
ま
し
た
。

◆ 

創
丘
祭〈
校
内
文
化
祭
〉（
10
月
20
日
）

　

校
庭
に
「
あ
り
が
と
う
要
田
中
」
の

人
文
字
を
作
り
、
上
空
か
ら
写
真
撮
影

を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
人
文
字

を
作
る
に
は
か
な
り
の
人
数
が
必
要
で

す
の
で
、
本
校
の
生
徒･

保
護
者･

教

職
員
ば
か
り
で
な
く
、
地
区
の
皆
様
の

ご
協
力
を
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
ぜ
ひ
、
当
日
お
集
ま
り
く
だ
さ

い
。
思
い
出
一
杯
の
一
日
に
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

～ 

我
が
校
の
特
色
あ
る
教
育 

～要
田
中
学
校
編

教
育
ト
ピ
ッ
ク
ス

教
育
ト
ピ
ッ
ク
ス

レクリエーションのパン食い競走

団結する女子バレー部

児童数
学級数
児童数
学級数
児童数
学級数
児童数
学級数
児童数
学級数
児童数
学級数
児童数
学級数

42
2
31
2
16
1
7
1
19
1
9
1

124
8

45
2
19
1
12
1
10
1
10
1
6
1

102
8

47
2
33
2
13
1
10
1
18
1
9
1

130
8

49
2
33
2
7
1
6
1
10
1
4
1

109
8

49
2
23
1
12
1
9
1
12
1
5
1

110
7

48
2
34
2
5
1
11
1
8
1
11
1

117

　　　8

学校名

三春小学校

岩江小学校

御木沢小学校

中妻小学校

中郷小学校

沢石小学校

合計

25年度 26年度 27年度 28年度 29年度 30年度

▶ 平成 25 年度以降入学児童推定表（平成 24 年５月１日現在）　※ 学級数は 30 人学級編制による



　これから次第に暑くなってきます。暑い夏を乗り切るためには、冷たいものを飲んだりクーラー
の効いた部屋で過ごすなどが一般的です。しかし、どんなに気を付けていても外出した際や、高

齢者の方は、暑い部屋で過ごすだけでも熱中症になってしまう場合があります。熱中症にならない
ためのポイントをまとめましたのでお試しください。
○ ポイント①　睡眠不足や風邪ぎみなど、体調の悪いときは日中の外出や運動を控えましょう。
○ ポイント②　通気性の良い洋服を着て、外出時にはきちんと帽子をかぶりましょう。
○ ポイント③　定期的に水分を補給しましょう。特に夏場は汗と一緒に塩分が失われるため、普通の水よりもス

ポーツドリンクの方が適しています。
○ ポイント④　体内の機能が発育途中の子どもや、体力が衰えはじめた高齢者の方は熱中症になりやすいです。

年齢を意識して、予防を心がけましょう。
◆ 熱中症になってしまったら
　まずは、涼しい日陰やクーラーの効いた室内などに移動し、衣類をゆるめましょう。また体を冷やすこと、水
分を補給することが重要です。ここまでは軽症者の場合の応急処置ですが、重症者の場合は、「筋肉が痙

けいれん

攣する」「皮
膚が赤く、熱っぽい」などの症状が生じます。また、「意識がはっきりしない」などの状態に陥った場合、危険で
すのですぐに医療機関を受診してください。
　病状が回復したつもりでも体内に影響が残っていたり、再発の恐れもあるので、決して熱中症を軽く考えずに、
自分の身体を大事にしましょう。

　文月は、短冊に歌や字を書いて、書道の上達を祈った七夕の行事に因んだ「文
ふみひらづき

披月」 が
転じたものといわれています。願い事を短冊に書いて笹竹に吊るす風習は、竹竿に糸をか

けて裁縫や習字の上達を星に祈るとかなえられるという、中国の習わしがはじまりです。最近では願い事も幅広くな
り、子どもたちが希望するゲーム機器やソフトを書いてあるのも微笑ましいですが、この時期に病院で見かける短冊
に「○○さんの病気が早く治りますように」と書かれてあるのを読むと、穏やかな気持ちになります。愛するご家族、
恋人、友人など近親者のご健康回復をお祈りいたします。
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　文月は、短冊に歌や字を書いて、書道の上達を祈った七夕の行事に因んだ「
転じたものといわれています。願い事を短冊に書いて笹竹に吊るす風習は、竹竿に糸をか

けて裁縫や習字の上達を星に祈るとかなえられるという、中国の習わしがはじまりです。最近では願い事も幅広くな

ご予約・問い合わせ先　町立三春病院事務部　☎ 62-3131

　文月は、短冊に歌や字を書いて、書道の上達を祈った七夕の行事に因んだ「文
ふみひらづき

披月　文月は、短冊に歌や字を書いて、書道の上達を祈った七夕の行事に因んだ「

町立三春病院 News町立三春病院 News

　
三
春
町
の
皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
梅
雨
に
入
っ
て
し
ば
ら
く
経

過
し
ま
し
た
ね
。
農
家
の
仕
事
が
忙
し
い
季
節
と
思
い
ま
す
が
、
雨

で
お
う
ち
の
中
に
い
る
と
き
は
い
ろ
い
ろ
と
考
え
事
を
す
る
チ
ャ
ン

ス
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
最
近
テ
レ
ビ
や
新
聞
で
人
工
栄
養
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ

と
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
人
工
栄
養
と
は
、食
事
を
摂
れ
な
く
な
っ

た
人
に
対
し
、
鼻
や
胃
か
ら
管
を
入
れ
て
栄
養
を
送
る
方
法
で
す
。

今
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
認
知
症
末
期
や
寝
た
き
り
の
状
態
の

人
に
人
工
栄
養
が
行
わ
れ
た
場
合
、
栄
養
で
生
か
さ
れ
て
い
る
だ
け

で
本
当
に
本
人
が
幸
せ
な
の
か
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
、
と
い
う

点
で
す
。

　
超
高
齢
社
会
を
迎
え
て
い
る
日
本
で
は
、
認
知
症
や
寝
た
き
り
と

な
る
人
が
今
後
さ
ら
に
増
加
す
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
食
べ
ら
れ
な

く
な
っ
た
と
き
栄
養
を
ど
う
す
る
か
、
と
い
う
決
断
は
基
本
的
に
本

人
の
希
望
が
優
先
さ
れ
る
べ
き
で
す
が
、
認
知
症
や
寝
た
き
り
の
人

は
自
分
の
希
望
を
言
え
な
い
状
態
に
な
っ
て
い
る
場
合
が
多
く
、
家

族
が
代
わ
っ
て
決
断
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
家
族
に

と
っ
て
も
大
変
悩
ま
し
く
辛
い
問
題
と
な
り
ま
す
。
本
人
の
意
思
を

可
能
な
限
り
推
測
し
、
尊
重
す
る
こ
と
が
重
要
に
な
る
の
で
す
が
、

一
番
良
い
の
は
、
元
気
な
と
き
か
ら
自
分
や
家
族
が
ど
ん
な
最
期
を

迎
え
た
い
の
か
、
話
し
合
っ
て
お
く
こ
と
だ
と
私
は
思
い
ま
す
。
自

分
の
最
期
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
は
、
怖
い
し
、
縁
起
が
悪
い
よ
う

に
感
じ
ら
れ
ま
す
が
、
最
期
ま
で
自
分
ら
し
く
尊
厳
を
も
っ
て
生
を

全
う
す
る
た
め
に
は
大
切
な
こ
と
だ
と
思
う
の
で
す
。

　
今
回
は
少
し
重
い
テ
ー
マ
に
つ
い
て
取
り
上
げ
て
み
ま
し
た
。
ご

意
見
ご
感
想
な
ど
あ
れ
ば
聞
か
せ
て
い
た
だ
け
る
と
う
れ
し
い
で
す
。

　
　
　
　
【
三
春
町
立
三
春
病
院　
家
庭
医
療
科　
井
上
み
き
】

三
春
病
院 

家
庭
医
療
科
だ
よ
り

★ 家庭医療科の診療に
　ついては、病院窓口へ
　おたずねください。

「
最
期
を
ど
う
生
き
る
か
」

月のコラムニスト今

文月（ふみづき）

　将来の看護師さんを目指す、田村高校看護クラ
ス 41 名が上記期間、院内で看護体験を行う予定
となっています。
　最初は緊張しながらも、次第に慣れてきて患
者さんやスタッフと笑顔で話すようになりま
した。

　覚えることや学ばなければならないことはた
くさんありますが、いつまでも優しい心を失わ
ずに、病気で困っている患者さんに寄り添う素
敵な看護師さんになってくださいね。
※ 写真では患者さんの顔を一部加工しています。

●看護・介護体験● 田村高校生（６月２日〜 12 月 15 日）

の効いた部屋で過ごすなどが一般的です。しかし、どんなに気を付けていても外出した際や、高
齢者の方は、暑い部屋で過ごすだけでも熱中症になってしまう場合があります。熱中症にならない

熱中症

三春町乳がん・子宮がん施設検診
　女性特有の疾患として、生活環境や食
生活の変化に伴い「乳がん」や「子宮がん」
が年々増加しています。
　三春町が実施主体となる「がん施設検
診」が予定されています。
　詳しくは、今後の 「広報みはる」など
を通じてお知らせしますので、対象とな
る方はそちらをご確認ください。
　また、検査の都合上、診察日に可能な
検診人数は決まっています。
　時間に余裕を持って受診しましょう。

三春町立三春病院
家庭医療科　

医師 井上みき先生

職場体験のようす

職場体験のようす



　

６
月
８
日
に
会
津

大
学
の
英
語
の
先
生

を
お
招
き
し
、
英
語

の
学
習
法
や
リ
ズ
ム

や
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ

ン
を
学
び
、
英
語
の

楽
し
さ
を
味
わ
い
ま

し
た
。
こ
の
企
画
は

会
津
大
学
の
英
語

出
前
講
座
と
い
い
、

県
内
か
ら
要
請
の
あ
っ
た
高
校
を
訪
問
指
導

し
、
英
語
の
大
切
さ
、
楽
し
さ
を
味
わ
っ
て

も
ら
お
う
と
い
う
も
の
で
す
。
８
日
は
１
年

１
組
・
２
組
を
対
象
に
授
業
が
行
わ
れ
、
ど

の
生
徒
も
い
つ
も
以

上
に
真
剣
に
授
業
を

受
け
て
い
ま
し
た
。
指

導
者
の
ジ
ェ
イ
ソ
ン
・

ギ
ン
ズ
バ
ー
グ
さ
ん

か
ら
、
流
暢
な
日
本

語
で
説
明
さ
れ
る
と
、

生
徒
は
驚
き
の
表
情

で
授
業
を
受
け
て
い

ま
し
た
。
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◆ 

頑
張
り
ま
し
た
！

　

５
月
か
ら
６
月
に
か
け
て
開
催
さ
れ
た
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
県
大
会
の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

県
大
会
で
は
、
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
十
二

分
に
発
揮
し
て
栄
光
の
座
を
得
、
多
く
の
部
、

選
手
が
全
国
大
会
へ
の
切
符
を
勝
ち
と
り
ま
し

た
。
校
長
室
・
応
接
室
に
は
、
多
く
の
優
勝
旗
・

ト
ロ
フ
ィ
ー
が
所
狭
し
と
飾
ら
れ
て
い
ま
す
。

◆ 

第
58
回
福
島
県
高
等
学
校

　体
育
大
会
県
大
会
結
果

● 

柔
道
競
技
（
６
月
２
日
〜
４
日 

西
部
第
二
体
育
館
）

○ 

男
子
団
体
優
勝　
　

○ 

男
子
１
０
０
㎏
優
勝　
３
年
佐
藤　
光

○ 

男
子　
　
90
㎏
優
勝　
３
年
郡
司　
駿  

○ 

女
子　
　
63
㎏
優
勝　
３
年
泉　
成
美

※ 

全
員
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場

● 

ボ
ー
ト
競
技
（
６
月
１
日
〜
３
日 

県
営
荻
野
漕
艇
場
）

○ 

男
子
シ
ン
グ
ル
ス
カ
ル
優
勝　

 

３
年
大
内
俊
季

○ 

男
子
ダ
ブ
ル
ス
カ
ル
優
勝

 

３
年
橋
本
康
広
・
３
年
高
松
和
彦

○ 

女
子
ダ
ブ
ル
ス
カ
ル
優
勝

 

３
年
橋
本
珠
美
・
２
年
佐
々
木
幸

○ 

女
子
ク
ォ
ド
プ
ル
優
勝

 

１
年
守
谷
亜
耶
・
３
年
伊
藤
巴
美
・

 

２
年
橋
本
泰
代
・
３
年
佐
久
間
彩
奈
・

 

２
年
陰
山
祐
希
乃

※ 

全
員
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場

● 

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
競
技

　
（
６
月
１
日
〜
３
日 

三
春
町
運
動
公
園
）

○ 

男
子
団
体
優
勝
・
女
子
団
体
優
勝

※ 

い
ず
れ
も
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場

▼ 

問　
福
島
県
立
田
村
高
等
学
校

　
　
　

 

☎
62-

２
１
８
５

● 

ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
競
技

　

　（６
月
１
日
〜
３
日 

福
島
明
成
高
校
）

○ 

男
子
56
㎏
第
２
位　
２
年
近
内
三
孝

○ 

男
子
94
㎏
第
１
位　
３
年
相
楽
聡
志

※ 

い
ず
れ
も
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場

○ 

女
子
58
㎏
第
１
位　
３
年
阿
部
魅
奈
美

※ 

全
国
大
会
出
場

● 

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
競
技

　

　
（
６
月
１
日
〜
４
日 

郡
山
庭
球
場
）

○ 
男
子
団
体
優
勝
・
女
子
団
体
優
勝

○ 
男
子
ダ
ブ
ル
ス
３
位　

 

３
年
根
本
一
樹
・
３
年
小
西
良
和

 

３
年
安
斎
和
真
・
３
年
青
戸
瑞
樹  

○ 

男
子
ダ
ブ
ル
ス
５
位　

 

２
年
鈴
木
駿
佑
・
１
年
桑
原　
惇

 

２
年
柳
沼
勇
介
・
２
年
小
野
憂
太

 

１
年
郷　
勇
介
・
１
年
本
間
峻
誠

○ 

女
子
ダ
ブ
ル
ス
１
位　

 

３
年
鈴
木
友
梨
・
２
年
後
藤
祐
佳
里

○ 

女
子
ダ
ブ
ル
ス
２
位　

 

２
年
那
須
暁
帆
・
３
年
西
村
麻
未

○ 

女
子
ダ
ブ
ル
ス
３
位

 

３
年
小
檜
山
美
月
・
３
年
森
合
叶
恵

 

２
年
加
藤
綾
・
２
年
魵
澤
キ
ラ
ラ

※ 

全
員
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場

● 

陸
上
競
技

（
５
月
25
日
〜
28
日 

県
大
会 

あ
づ
ま
陸
上
競
技
場
）

（
６
月
15
日
〜
18
日 

東
北
大
会 

岩
手
北
上
陸
上
競
技
場
）

　

県
大
会
に
て
上
位
入
賞
を
果
た
し
た
選
手

は
、
岩
手
県
で
開
催
さ
れ
た
東
北
大
会
に
駒

を
進
め
、
次
の
５
名
の
選
手
が
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
出
場
権
を
得
ま
し
た
。 

○ 

男
子
１
５
０
０
ｍ　
３
年
清
水
目
大
貴 

○ 

男
子
５
０
０
０
ｍ　
３
年
清
水
目
大
貴 

○ 

男
子
３
０
０
０
ｍ
障
害　
３
年
中
川
大
誠 

○ 

女
子
１
５
０
０
ｍ　
３
年
小
枝
理
奈
・

 

３
年
小
澤
夏
美
・
２
年
田
邉
美
咲 

○ 

女
子
３
０
０
０
ｍ　
３
年
小
枝
理
奈
・

 

３
年
小
澤
夏
美
・
２
年
田
邉
美
咲 

　

な
お
、
女
子
は
県
大
会
・
東
北
大
会
と
も

に
、
９
年
ぶ
り
２
度
目
の
総
合
優
勝
を
果
た

し
ま
し
た
。

◆ 

英
語
出
前
講
座

真剣に授業に取組む生徒の皆さん

　

放
課
後
子
ど
も
プ
ラ
ン
推
進
事
業
運
営
委

員
会
が
５
月
９
日
に
開
催
さ
れ
、
運
営
委
員

に
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

運
営
委
員
会
は
、
下
校
後
の
子
ど
も
の
放

課
後
対
策
を
総
合
的
に
検
討
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
組
織
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
、
運
営
委
員
会
で
は
、
事
業
の
実
施

方
針
や
子
ど
も
の
安
全
管
理
、
広
報
活
動
の

方
策
な
ど
を
審
議
し
、事
業
実
施
後
の
検
証
・

評
価
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
運
営
委
員
に
は
次
の
方
々
が
委
嘱

さ
れ
ま
し
た
。

　
（
敬
称
略
）（　
）
内
は
所
属
団
体

▽ 

橋
本
紘
毅
（
三
春
ま
ち
づ
く
り
協
会
）

▽ 

大
塚
克
己
（
小
中
学
校
長
会
）

▽ 

佐
久
間
勇
（
沢
石
ま
ち
づ
く
り
協
会
）

▽ 

渡
辺
充
（
幼
小
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
）

▽ 

長
谷
川
恭
子
（
御
木
沢
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
会
）

▽ 

吉
川
久
三
（
児
童
館
関
係
者
）

▽ 

野
窪
政
弘
（
岩
江
ま
ち
づ
く
り
協
会
）

▽ 

大
河
原
輝
男
（
社
会
教
育
委
員
）

▽ 

渡
辺
勝
安
（
中
妻
ま
ち
づ
く
り
協
会
）

▽ 

森
ゆ
り
子
（
ま
ほ
ら
っ
こ
教
室
安
全
管
理
員
）

▽ 

栁
田
い
つ
（
中
郷
ま
ち
づ
く
り
協
会
）

　

な
お
、
会
長
に
は
大
河
原
輝
男
委
員
が
、

副
会
長
に
は
渡
辺
充
委
員
が
、
選
出
さ
れ
ま

し
た
。

放
課
後
子
ど
も
プ
ラ
ン

　推
進
事
業
運
営
委
員
会
開
催

▼ 

問　
三
春
交
流
館
「
ま
ほ
ら
」

　
　
　

 

☎
62-

３
８
３
７

指導するジェイソン・ギンズバークさん



　

町
で
は
、
城
山
公
園
整
備
計
画
事
業
の
一
環
と
し
て
、
ア
ジ
サ
イ
、

サ
ク
ラ
、
モ
ミ
ジ
の
植
栽
を
、
平
成
20
年
度
か
ら
実
施
し
て
き
ま

し
た
が
、
５
月
26
日
に
４
回
目
の
植
栽
を
行
い
ま
し
た
。

　

好
天
に
恵
ま
れ
た
こ
の
日
は
、
各
ま
ち
づ
く
り
協
会
、
旧
城
山

公
園
整
備
計
画
検
討
委
員
会
、
三
春
さ
く
ら
の
会
、
県
中
建
設
事

務
所
、
町
内
に
避
難
し
て
い
る
富

岡
町
・
葛
尾
村
お
よ
び
町
職
員
な

ど
総
勢
１
６
０
名
が
参
加
し
、
城

山
公
園
西
側
お
よ
び
北
側
に
、
各

ま
ち
づ
く
り
協
会
が
育
成
し
た
ア

ジ
サ
イ
１
、０
８
０
本
を
植
栽
し

た
ほ
か
、
植
栽
済
み
の
桜
の
手
入

れ
を
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
き
れ
い
な
ア
ジ
サ

イ
に
囲
ま
れ
た
美
し
い
城
山
公
園

の
景
観
整
備
に
汗
を
流
し
ま
し

た
。
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６
月
７
日
に
満
百
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
た
髙
柴

マ
ツ
イ
さ
ん
（
平
沢
）
の
賀
寿
贈
呈
式
が
、同
日
、

髙
柴
さ
ん
の
自
宅
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

髙
柴
さ
ん
に
は
、
福
島
県
よ
り
知
事
賀
寿
と
会

津
塗
り
木
杯
が
、
三
春
町
か
ら
賀
寿
と
祝
金
が
、

三
春
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
か
ら
祝
金
が
、
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。

　

和
裁
や
書
道
が
趣
味
の
マ
ツ
イ
さ
ん
、
い
つ
ま

で
も
お
元
気
で
、
長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
。

髙
柴
マ
ツ
イ
さ
ん

百
歳
賀
寿
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

城
山
公
園
に
ア
ジ
サ
イ
植
栽

 

１
６
０
名
が
参
加
し
景
観
整
備

姉
妹
都
市
交
流

ラ
イ
ス
レ
イ
ク
親
善
訪
問
団
来
町

　

６
月
19
日
か
ら
24
日
ま
で
の
６
日
間
、
三
春

町
が
姉
妹
都
市
を
締
結
し
て
い
る
ア
メ
リ
カ
合

衆
国
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
ラ
イ
ス
レ
イ
ク
市
か

ら
、
親
善
訪
問
団
が
来
町
し
ま
し
た
。

　

こ
の
訪
問
の
目
的
は
、
被
災
に
遭
っ
た
三
春

町
の
現
状
視
察
、
新
体
制
と
な
っ
た
ラ
イ
ス
レ

イ
ク
国
際
交
流
協
会
の
役
員
あ
い
さ
つ
お
よ
び

三
春
町
と
ラ
イ
ス
レ
イ
ク
市
と
の
姉
妹
都
市
関

係
を
よ
り
深
め
る
た
め
の
も
の
で
す
。
ま
た
、

８
月
に
は
ラ
イ
ス
レ
イ
ク
市
へ
の
三
春
町
少
年

使
節
団
の
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
も
予
定
さ
れ
て
い

る
た
め
、
少
年
使
節
団
と
ラ
イ
ス
レ
イ
ク
親
善

訪
問
団
と
の
交
流
の
場
も
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

アジサイ植栽に協力した皆さん

アジサイを植栽しているようす

鈴木町長から祝金を受け取る髙柴マツイさん

　

５
月
25
日
、
町
民
体
育
館
に
お
い
て
劇
団
四

季
に
よ
る
復
興
支
援
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
『
ユ
タ
と

不
思
議
な
仲
間
た
ち
』
が
公
演
さ
れ
ま
し
た
。

　

富
岡
小･

中
学
校
を
含
む
町
内
の
小
学
校
３

年
生
以
上
の
小･

中
学
生
約
１
、３
０
０
名
は

一
流
の
舞
台
芸
術
に
魅
了
さ
れ
、
夢
の
ひ
と
と

き
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

　

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
終
了
後
、
児
童
生
徒
が
会
場

を
後
に
す
る
際
、
俳
優
さ
ん
が
児
童
生
徒
全
員

と
握
手
を
し
て
見
送
り
、
夢
の
ひ
と
と
き
を
締

め
く
く
り
ま
し
た
。

劇
団
四
季
が
や
っ
て
き
た

小
中
学
生 

舞
台
芸
術
に
魅
了

復興支援ミュージカル『ユタと不思議な仲間たち』

来町のあいさつに訪れたライスレイク親善訪問団の皆さん



◇ 

剣
道
女
子
個
人　

　

 

五
十
嵐
美
紗
（
三
春
中
学
校
）

 

６
月
13
日
・
14
日
に
、
県
中
地
区
中
学
校
総

合
体
育
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
田
村
支
部

の
代
表
と
し
て
各
部
と
も
健
闘
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
次
の
選
手
の
皆
さ
ん
が
上
位

入
賞
し
、７
月
22
日
（
日
）
か
ら
24
日
（
火
）

に
か
け
て
開
催
さ
れ
る
県
大
会
へ
の
出
場
権

を
得
ま
し
た
。

◆ 

第
２
位

◇ 

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
男
子
個
人

 

佐
藤
光
彦･

伊
藤
集
（
三
春
中
学
校
）

◇ 

水
泳
１
５
０
０
ｍ　
箭
内
翔
也
（
三
春
中
学
校
）

◆ 

第
３
位

◇ 

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
男
子
団
体　
三
春
中
学
校

◇ 

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
女
子
個
人

 

遠
藤
麻
夜･

市
川
美
樹
（
三
春
中
学
校
）

◇ 

剣
道
女
子
個
人

 

五
十
嵐
美
紗
（
三
春
中
学
校
）

◇ 

水
泳
４
０
０
ｍ　
箭
内
翔
也
（
三
春
中
学
校
）

◆ 

ベ
ス
ト
８

◇ 

卓
球
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

 

大
内
綾
華
（
要
田
中
学
校
）
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５
月
29
日
・
30
日
に
、
田
村
地
区
各
地
で

田
村
支
部
中
学
校
総
合
体
育
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
各
会
場
に
は
多
く
の
保
護
者
が

訪
れ
、
子
ど
も
た
ち
に
声
援
を
送
っ
て
い
ま

し
た
。
各
競
技
と
も
は
つ
ら
つ
と
プ
レ
ー
し
、

す
ば
ら
し
い
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

◆ 

第
１
位　

◇ 

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
男
子
団
体　
三
春
中
学
校

◇ 

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
男
子
個
人

　

 

佐
藤
光
彦
・
伊
藤
集
（
三
春
中
学
校
）

◇ 

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
女
子
個
人

　

 

遠
藤
麻
夜
・
市
川
美
樹
（
三
春
中
学
校
）

◆ 

第
２
位　

◇ 

軟
式
野
球　
三
春
中
学
校

◇ 

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
女
子
団
体　
三
春
中
学
校

◇ 

卓
球
女
子
団
体　
要
田
中
学
校

◆ 

第
３
位　

◇ 

軟
式
野
球　
岩
江
中
学
校

◇ 

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
男
子　
三
春
中
学
校

◇ 

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
女
子　
三
春
中
学
校

◇ 

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
男
子　
桜
中
学
校

◇ 

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
男
子
団
体　
沢
石
中
学
校

◇ 

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
女
子
団
体　
沢
石
中
学
校

◇ 

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
男
子
個
人　

 

浪
岡
巧
・
中
山
玲
央
（
三
春
中
学
校
）

◇ 
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
女
子
個
人　

 
佐
久
間
有
沙
・
渡
邉
美
鈴
（
沢
石
中
学
校
）

◇ 

卓
球
女
子
団
体　
三
春
中
学
校

◇ 

卓
球
女
子
ダ
ブ
ル
ス　

 

佐
久
間
こ
の
み・伊
東
小
百
合（
沢
石
中
学
校
）

◇ 

卓
球
女
子
ダ
ブ
ル
ス　

 

栁
沼
ほ
の
か・志
田
莉
織
（
三
春
中
学
校
）

◇ 

剣
道
男
子
個
人　

　

 

佐
久
間
智
史
（
沢
石
中
学
校
）

田
村
支
部
中
学
校
総
合
体
育
大
会
開
催

　
　
　
　
　
　
　
　

各
競
技
と
も
熱
戦
を
展
開

ソフトテニスの試合のようす（三春中学校）

次
世
代
電
力
供
給
シ
ス
テ
ム

　
　
　
　
　
　
　

勉
強
会
開
催

　

５
月
30
日
、
三
春
交
流
館
「
ま
ほ
ら
」
に
お
い
て
、「
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
次
世
代
電
力
供
給
シ
ス
テ
ム
勉
強

会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
東
京
大
学
の
阿
部
力
也
特
任
教
授
を
迎
え
、
新
し

い
電
力
供
給
シ
ス
テ
ム
（
デ
ジ
タ
ル
グ
リ
ッ
ド
）
の
特
別
講
演

「
デ
ジ
タ
ル
グ
リ
ッ
ド 

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
主
体
で
災
害
に
強
い

安
心
・
安
全
な
街
づ
く
り 

」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
そ
れ
に
先
立
ち
、「
ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
構
想
と
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
」

と
題
し
て
、
元
テ
ク
ノ
リ
サ
ー
チ
研
究
所
主
席
研
究
員
の
尾
白
佳
隆
氏
、「
地
中
熱
の
利
用

と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
構
想
」
と
題
し
て
、
応
用
地
質
株
式
会
社
顧

問
の
笹
田
政
克
氏
、「
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
と
環
境
保
全
」

と
題
し
て
、
応
用
生
態
工
学
研
究
所
所
長
の
沖
津
二
朗
氏
に
よ

る
講
演
と
、「
震
災
時
に
お
け
る
葛
尾
村
の
電
力
供
給
に
つ
い

て
」
と
題
し
て
、
葛
尾
村
副
村
長
の
金
谷
喜
一
氏
、「
三
春
町

の
電
力
供
給
と
自
然
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
、

三
春
町
役
場
住
民
課
長
の
工
藤
浩
之
氏
よ
り
、
葛
尾
村
・
三
春

町
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
状
況
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
当
日
の
模
様
を
録
画
し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
貸
し
出
し
を
行
っ

て
い
ま
す
。
希
望
す
る
方
は
、事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼ 

問　
総
務
課 

企
画
情
報
グ
ル
ー
プ　

☎
62-

８
１
２
５

講演する阿部力也特認教授

橋
元
健
史
さ
ん
・
髙
橋
佳
純
さ
ん

ラ
イ
ス
レ
イ
ク
高
校
留
学
帰
国
報
告

　

昨
年
の
８
月
か
ら
姉
妹
都
市
の
ラ
イ
ス
レ
イ

ク
高
校
へ
留
学
し
て
い
た
橋
元
健
史
さ
ん
（
大

町
）・
髙
橋
佳
純
さ
ん
（
御
祭
）
が
６
月
10
日

に
帰
国
し
ま
し
た
。

　

６
月
12
日
に
鈴
木
町
長
・
遠
藤
教
育
長
へ
帰

国
報
告
に
訪
れ
ま
し
た
。
２
人
は
、
10
か
月
に

わ
た
り
現
地
の
方
々
と
交
流
し
な
が
ら
生
活
習

慣
な
ど
の
文
化
の
違
い
や
語
学
を
学
び
ま
し

た
。
田
村
高
校
に
復
学
し
、
こ
れ
ら
の
経
験
を

活
か
し
て
い
き
た
い
と
の
こ
と
で
す
。

帰国報告に来庁した橋元健史さん（中央右）と髙橋佳純さん（中央左）

状況報告する金谷喜一副村長
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【 14.2km 一般男子 39 歳以下】
　① 吉田浩一（郡山自衛隊・48 分３秒）
　② 樽井聖人（田村高等学校・48 分４秒）
　③ 渡邉幸一（郡山自衛隊・48 分 56 秒）

【 14.2km 一般男子 40 歳以上】
　① 安部庄一（郡山自衛隊・ 52 分 22 秒）
　② 金井達夫（須賀川西ＲＣ・53 分 14 秒）
　③ 佐藤正弘（吾妻ＲＵＮ所会・54 分 23 秒）

【 14.2km 一般女子】
　① 成田香菜（日新製薬・１時間 24 秒）
　② 坂本和子（池田記念病院・１時間３分）
　③ 熊谷順子（１時間４分 12 秒）

【 ５km 一般男子 39 歳以下】
　① 星　伸宏（鏡石町駅伝チーム・17 分４秒）
　② 酒井隆宏（郡山自衛隊・17 分 18 秒）
　③ 笹谷　甲（17 分 21 秒）

【 ５km 一般男子 40 歳代】
　① 鈴木直人（須賀川市役所Ｒ・17 分 58 秒）
　② 井上森氏（栃木県・18 分１秒）
　③ 関口和弘（晴翔☆世夏パパ・18 分 15 秒）

【 ５km 一般男子 50 歳代】
　① 小磯洋四美（なかじま駅伝チーム・17 分 14 秒）
　② 鈴木義則（17 分 42 秒）
　③ 湯田真一（矢板ＲＣ・17 分 50 秒）

【 ５km 一般男子 60 歳以上】
　① 大木己芳（ワンワンクロベ・19 分 20 秒）
　② 関　敏夫（久喜走友会・19 分 22 秒）
　③ 内海憲治（高萩ＲＣ・19 分 54 秒）

【 ５km 一般女子】
　① 舘　舞耶（18 分 38 秒）
　② 田莉那（田村高等学校・19 分 18 秒）
　③ 高野花恋（福島高等学校・19 分 46 秒）

【 ５km 中学生男子】
　① 田裕輝（船引中学校・ 16 分 31 秒）
　② 岡部真仁（浅川中学校・16 分 54 秒）
　③ 大平健太（三春中学校陸上競技部・16 分 55 秒）

【 ３km 一般女子】
　① 会田智子（福島アスリートクラブ・11 分 38 秒）
　② 坂井由美子（川俣ＢＣＣ・13 分 26 秒）
　③ 鈴木裕美（ショコラクラブ・13 分 48 秒）

【 ３km 中学生女子】
　① 佐久間有沙（沢石中学校・ 11 分 16 秒）
　② 正木静香（鏡石町駅伝チーム・11 分 21 秒）
　③ 福元唯美（下館南中学校・11 分 26 秒）

【 ２km 小学生男子５・６年生】
　① 岡本優星（千葉県日向小学校・ 6 分 50 秒・大会新）
　② 今野　純（湯原小学校・６分 53 秒）
　③ 今野元揮（湯原小学校・６分 53 秒）

【 ２km 小学生男子３・４年生】
　① 小林祐大（７分 32 秒）
　② 早瀬乃亜（小山城南小・７分 49 秒）
　③ 星　貴大（熊倉小学校・７分 58 秒）

【 ２km 小学生女子５・６年生】
　① 獅戸亜耶（行健第二小学校・７分 31 秒）
　② 梅村光理（三島小学校・７分 34 秒）
　③ 石井沙耶（社川小学校・７分 43 秒）

【 ２km 小学生女子３・４年生】
　① 渡部春雅（８分６秒）
　② 谷口亜実（錦小学校・８分７秒）
　③ 大柿利奈（喜多方二小・８分 10 秒）

【 ２km 親子ペア】
　① 遠藤　忍・愛翔（西郷村立小田倉小学校・７分 26 秒・大会新）
　② 武田　忍・元（大熊町・８分 41 秒）
　③ 影山忠男・輝月（㈱MARUWA QUARTZ・８分47秒）

● 結果一覧（敬称略、氏名・所属クラブ名・記録の順に掲載）

第 15 回さくら湖マラソン大会成績結果第 15 回さくら湖マラソン大会成績結果

　各部門の上位３位までの記録は、次のとおりです。おめでとうございます。
　さくら湖マラソン大会の様子は、２ページに掲載していますのでご覧ください。

三春町長賞を獲得した大平健太
選手（左）と佐久間有沙選手（右）

小学生女子 5・6 年生で入賞した選手の皆さん 小学生男子 5・6 年生の表彰式のようす

※ 三春町長賞は、町内中学生で最上位の男女に与えられます。



◆ 日時　９月 16 日（日）
　 　　　午後２時プレトーク　午後３時開演
◆ 入場料　全席指定　一般 3,500 円 
　 　　　　　　　　　高校生以下 1,500 円　チケット好評発売中！
◆ 演奏曲目　最後のソナタ　No.30・31・32

主な施設の休館日

延長業務

▼ 図書館（☎ 62-3375）
　7 月 2・4・9・16・23・30 日
▼ 体育施設（☎ 62-6212）
　7 月 2・9・17・23・30 日
▼ ステーション（☎ 61-1546）
　休まず営業しています
▼ 歴史民俗資料館・人形館
　（☎ 62-5263）
　7 月 2・9・17・23・30 日 
▼ 三春交流館（☎ 62-3837）
　7 月 2・9・23・30 日
▼ 中央児童館（☎ 62-8666）
　日曜日、祝日
▼ 子育てサロン（☎ 62-2748）
　（第 2 保育所内）
　7 月 12・13・18 日
　土・日曜日、祝日
▼ 役場・保健センター
　土・日曜日、祝日

▼ 役場１階窓口
 　【毎週水曜日】
 　7 月 4・11・18・25 日
　 午後７時まで
 　【毎週日曜日】
 　７月 1・8・15・22・29 日
　 午前８時 30 分〜 12 時
※ 取扱業務の内容は、お問い
　合わせください。
▼ 清掃センター
 　【土・日の持込みゴミの日】
 　7 月 14 日（土）・15 日（日）
　 午前９時〜午後４時

問い合わせ先　三春交流館「まほら」　☎ 62-3837

 これからの三春交流館運営協会自主事業
（三春交流館「まほら」開館 10 年記念事業）

開催日 公演名 チケット料金 チケット発売日

9月16日（日）
午後３時開演
午後２時プレトーク

東誠三
ベートーヴェン・ピアノソナタ全曲演奏会
第八回（最終回）「歌、そして祈り」
東さんによる演奏曲目の解説があります。
第一回から連続ご来場者に、東誠三サイン入り
記念品を差し上げます。

一般5,000円
高校生以下3,000円

（芸術文化振興基金助成事業）
小松亮太＆ラスト・タンゴ・センセーションズ
今やバンドネオンの第一人者小松亮太が繰り広
げるタンゴの世界、トークも楽しいです！

10月27日（土）
午後６時開演

好評発売中

（コミュニティ助成事業）
「まほら」ニューイヤーコンサート2013
　NHK交響楽団メンバーによる室内楽

平成25年
1月14日（月）
午後３時開演

11月12日（月）
午後７時開演

日野皓正ジャズコンサート
トランペット奏者・世界の日野皓正がやって来
ます！

一般3,500円
高校生以下1,500円

一般3,500円
高校生以下2,000円

一般4,500円
高校生以下3,000円

7月26日（木）
電話予約は
7月27日（金）

8月2日（木）
電話予約は
8月3日（金）

10月11日（木）
電話予約は
10月12日（金）

　足かけ 5 年にわたる一大企画もいよいよ最終回で
す。毎回全国各地から「まほらホール」へお越しくだ
さいます。ライブ録音をしながらの連続演奏会は、国
内でも初めてのことで各方面から高い評価を受けて
います。三春町で行われているすばらしい事業に足を
運ぶ最後のチャンスです。二度とこのような企画は
ありません。東誠三さんも三春は心が安らぐと、4 月
25 日は町内の桜を、午後は鈴木町長とともに滝桜を、
さらに、ライトアップされた滝桜も堪能しました。

東誠三ベートーヴェン・ピアノソナタ
全曲演奏会（全８回）

第八回（最終回）「歌、そして祈り」

小松亮太 with ラスト・タンゴ・センセーションズ
　バンドネオン奏者小松亮太さんは、1998 年衝撃的
なデビューを果たし、生前のピアソラとも活動しま
した。若者の心も惹きつけたタンゴブームの火付け
役です！そのほかタンゴの名曲の数々をお届けしま
す。テレビ番組「The 世界遺産」のテーマ曲も作曲
しており、4 人の仲間とともに熱いステージが繰り
広げられます。

◆ 日時　10 月 27 日（土）午後６時開演
◆ 入場料　全席指定　一般 3,500 円
　 　　　　　　　　　高校生以下 2,000 円
◆ 発売開始　7 月 26 日（木）午前 10 時
◆ 電話予約　7 月 27 日（金）午前 10 時

鈴木町長と記念撮影する東誠三さん（左）

バンドネオン奏者 小松亮太さん
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M-NAVI 交流館 NEWS
◆◆◆ 7 月・8 月のイベント情報 ◆◆◆

15日（日）

25日（水）～
26日（木）

4日（土）

4日（土）

三春アンサンブル支援会10周年 ガラ・コンサート

22日（日）

第18回 福島県ジュニアピアノコンクール郡山地区予選

チャリティー協賛元気に再生 歌舞まつりIN三春「旅立ち」
7月
15日（日）

えみフラスクールハウオリパーティー

かすみッ子和ライブ
7月 筝

国分仁ヴィオラ・デュオリサイタル「ドイツ音楽の夕べ」 － －

8月

7月

7月

8月

７月

７月

山口音楽教室ピアノ発表会

…

３月
16日（金）～
17日（土）
16日（月）
7月

５日（日）

いのうえバイオリン・こうの楽器音楽教室発表会

三春磐州市「七夕市」
３月
16日（金）～
17日（土）
21日（土）
7月

7日（火）～
9日（木）

第９回原爆展

1日（日）

プリマヴェーラピアノ発表会

6日（金）～
８日（日）

刑務所作業製品展示即売会

8月

8月

※ この情報は主催者のご希望により掲載しています。
　掲載のご希望は、三春交流館「まほら」までお願いします。

◆ 自由研究事前相談会

　夏の天体を中心に観察を行います。
▶ 日　時　7 月 13 日（金）、21 日（土）、27 日（金）
　　　　  　午後８時～ 10 時
　　　　　　※ 荒天中止（曇天・風雨・雷など）
▶ 場　所　自然観察ステーション天文台
▶ 参加料　大人 200 円／子ども 100 円
▶ 講　師　本多憲光さん、影山博さん

星を見る会
自然観察ステーションイベント情報自然観察ステーションイベント情報

　小学生の夏休みの自由研究事前相談会を行います。
◆ 期　間　７月７日（土）～ 15 日（日）
◆ 内　容　夏休み前に質問を受付け、さくら湖自然観察

ステーションの講師の皆さんが個人ごとに回
答し、まとめてホームページでも紹介します。

◆ 受付方法　FAX または E メール
　　　　　　 FAX 62-4727
　　　　　　 E メール gakusyu@town.miharu.fukushima.jp

問い合わせ先　自然観察ステーション ☎ 61-1546

　白昼、木星が月に隠される木星食と太陽の観察を行
います。木星は午後１時頃に月に隠され、午後２時頃
に月の裏から出現します。木星が月に隠されている間
は、太陽の観察を行います。
▶ 日　時　７月 15 日（日）午後０時 30 分～ 2 時 30 分
　　　　　 ※ 荒天中止（曇天・風雨・雷など）
▶ 場　所　自然観察ステーション天文台
▶ 参加料　無料
▶ 講　師　影山博さん、山口登美男さん

昼間の星を見よ（木星食・太陽観察）

◆ 親子野外活動教室
　夏の一日、親子で陶芸や昆虫採集、星の観察などを
楽しんで見ませんか？
◆ 日　時　８月４日（土）午後１時～８時
◆ 場　所　さくら湖自然観察ステーション、三春の里周辺
◆ 参加料　大人または小学生以上の子ども１人につき 500 円
◆ 定　員　小・中学生と保護者合わせて 30 名
　　　　　（親子でご参加ください。）
◆ 内　容　親子陶芸教室、昆虫採集、星の観察など
　　　　　（夕食はバーベキュー）
◆ 持参品　虫かご

問い合わせ先　三春交流館「まほら」☎ 62-3837
　　　　　　　自然観察ステーション☎ 61-154619

趣
味
・
教
養



〈
絵
本
と
わ
ら
べ
唄
・

お
は
な
し
会
〉

【
絵
本
と
わ
ら
べ
唄
】

▼ 

日
時　
7
月
11
・
25
日
（
水
）

　

 　
　
　

午
前
10
時
30
分
〜
11
時

▼ 

対
象　
乳
幼
児
と
保
護
者
、
妊
婦

【
日
曜
お
は
な
し
会
】

▼ 

日
時　
7
月
8
日
（
日
）

　
 　

　
　

午
前
10
時
30
分
〜
11
時

▼ 
対
象　
幼
稚
園
児
と
小
学
校
低
学
年

【
木
曜
お
は
な
し
会
】

▼ 
日
時　
7
月
5
・
12
・
19
日（
木
）

　

 　
　
　

午
後
３
時
30
分
〜
４
時

▼ 

対
象　
小
学
校
低
学
年

▼ 

問　
町
民
図
書
館

　
　
　

 

☎
62-

３
３
７
５

〈
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

今
月
の
行
事
〉

★ 

の
び
の
び
の
日

▼ 

日
時　
７
月
４
日
（
水
）

　
　
　
　

 

午
前
９
時
〜
11
時

▼ 

場
所　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

▼ 

内
容　
身
長
体
重
測
定
が
で
き

　

ま
す
。
成
長
を
確
認
し
な
が
ら
、

　

お
子
さ
ん
と
の
時
間
を
も
っ
て

　

み
ま
せ
ん
か
。
母
子
手
帳
を
お

　

持
ち
く
だ
さ
い
。

●　

●　

●

★ 

お
は
な
し
「
あ
の
ね
」
の
日

▼ 

日
時　
７
月
６
日
（
金
）

　
　
　
　

 

午
前
10
時
45
分
〜
11
時

▼ 

場
所　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

▼ 

内
容　
ス
タ
ッ
フ
と
一
緒
に
手

　

遊
び
や
お
話
を
楽
し
む
時
間
で

　

す
。
１
か
ら
２
歳
児
が
楽
し
め

　

る
内
容
で
す
。

●　

●　

●

★ 

食
育
講
座
（
要
予
約
）

　

「
離
乳
食
編
初
期
・
中
期
」

▼ 
日
時　
７
月
10
日
（
火
）

　
　
　
　

 

午
前
10
時
〜
11
時

▼ 

場
所　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

〈
児
童
館
今
月
の
行
事
〉

※ 

場
所
は
い
ず
れ
の
行
事
も
中
央

　

児
童
館
で
す
。

★ 

七
夕
集
会

▼ 

日
時　
７
月
６
日
（
金
）

　
　
　
　

 

放
課
後

▼ 

内
容　
七
夕
ゲ
ー
ム

●　

●　

●

★ 

ミ
ニ
シ
ア
タ
ー

▼ 

日
時　
７
月
７
日
（
土
）

　
　
　
　

 

午
前
10
時
〜

▼ 

内
容　
紙
芝
居
「
な
ぜ
七
夕
に

さ
さ
飾
り
を
す
る
の
？
」
他

▼ 

対
象　
幼
児
・
児
童
・
保
護
者

※ 

幼
児
は
保
護
者
同
伴
で
お
願
い

　

し
ま
す
。

〈
出
前
児
童
館
希
望
者
募
集
〉

　

夏
休
み
中
の
「
地
区
子
ど
も
会
」

な
ど
へ
の
出
前
児
童
館
を
実
施
し

ま
す
。「
工
作
教
室
」「
も
の
つ

く
り
体
験
」「
理
科
実
験
」
な
ど
、

希
望
が
あ
れ
ば
お
伺
い
し
ま
す
の

で
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼ 

日
時　

　

７
月
30
日（
月
）〜
８
月
２
日（
木
）

　

８
月
20
日（
月
）〜
８
月
23
日（
木
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

▼ 

場
所　
学
校
教
室
、
地
区
交
流

★ 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

▼ 

日
時　
７
月
７
日
（
土
）

　
　
　
　

 

午
後
１
時
30
分
〜

▼ 

内
容　
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
運
動

　
　
　
　
　

●　

●　

●

★ 

料
理
ク
ラ
ブ

※ 

ク
ラ
ブ
員
対
象
で
す
。

▼ 

日
時　
７
月
14
日
（
土
）

　
　
　
　

 

午
前
９
時
30
分
〜

▼ 

内
容　
と
び
っ
き
り
パ
フ
ェ
★

●　

●　

●

★ 

お
り
が
み
ク
ラ
ブ

※ 

ク
ラ
ブ
員
対
象
で
す
。

▼ 

日
時　
７
月
21
日
（
土
）

　
　
　
　

 

午
前
９
時
30
分
〜

▼ 

内
容　
海
の
中
を
た
ん
け
ん
し
よ
う
！

●　

●　

●

★ 

第
16
回
じ
ど
う
か
ん

　
　
　
　
　

子
ど
も
夏
ま
つ
り

▼ 

日
時　
７
月
28
日
（
土
）　　

　
　
　
　

  

午
後
１
時
〜
３
時

▼ 

参
加
料　
チ
ケ
ッ
ト
代
１
０
０
円

　

館
、
地
区
集
会
所
な
ど

▼ 

費
用　
無
料　
　

※ 

材
料
代
な
ど
が
高
額
に
な
る
場

合
、
一
部
費
用
を
負
担
し
て
い

た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▼ 

申
込
期
限　
７
月
10
日
（
火
）

▼ 

申
込
・
問　
中
央
児
童
館

　
　
　
　
　
　

 

☎
62-

８
６
６
６

▼ 

対
象　
５
か
ら
６
か
月
児
と
保

　

護
者
６
組

▼ 

内
容　
離
乳
食
初
期
か
ら
中
期

　

に
つ
い
て
、
町
の
栄
養
士
か
ら

　

具
体
的
に
話
を
聞
き
ま
す
。

★ 

「
親
子
ふ
れ
あ
い
教
室
」

〜
親
子
で
ホ
ッ
と
で
き
る
時
間
〜

　

申
込
み
は
不
要
で
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼ 

日
時　
７
月
13
日
（
金
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

▼ 

場
所　
保
健
セ
ン
タ
ー

▼ 

対
象　
就
学
前
の
お
子
さ
ん
と

　

お
母
さ
ん

▼ 

内
容　

▽ 

親
子
遊
び
を
楽
し
み
、
お
母
さ

　

ん
は
元
気
が
湧
い
て
く
る
交
流

　

会
で
ホ
ッ
と
す
る
時
間
を
持
ち

　

ま
す
。

▽ 

交
流
会
の
間
、
お
子
さ
ん
は
、

　

遊
び
を
楽
し
み
ま
す
。

▽ 

お
子
さ
ん
、
お
母
さ
ん
に
困
っ

　

た
こ
と
が
あ
れ
ば
個
別
相
談
も

　

で
き
ま
す
。

▼ 

ス
タ
ッ
フ　

　

臨
床
心
理
士
、
保
育
士
、
保
健

師
な
ど

　

福
島
県
臨
床
心
理
士
会
、
福
島

県
県
中
保
健
福
祉
事
務
所
の
協
力

に
よ
り
実
施
し
て
い
ま
す
。

●　

●　

●

★ 

遊
び
の
広
場

▼ 

日
時　
７
月
18
日
（
水
）

　
　
　
　

 

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

▼ 

場
所　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

▼ 

対
象　
既
に
登
録
済
の
親
子
20
組

〈
人
形
館
の
展
示
が
変
わ
り

ま
し
た
〉

　

春
の
企
画
展
終
了
後
、
人
形
館

２
号
館
２
階
も
展
示
替
え
さ
れ
て

い
ま
す
。
今
回
は
、「
唐か
ら

子こ

」
の
人

形
を
特
集
し
ま
す
。

　
「
唐
子
」
と
い
う
と
、
帯
や
着
物
、

茶
器
な
ど
に
描
か
れ
る「
唐
子
文
様
」

を
連
想
さ
れ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る

か
と
思
い
ま
す
。「
唐
子
文
様
」と
は
、

中
国
風
の
髪
型
と
衣
装
の
子
ど
も
た

ち
が
幾
人
か
ず
つ
描
か
れ
る
文
様
の

こ
と
で
、
長
寿
を
願
う
吉
祥
文
と
し

て
喜
ば
れ
て
き
ま
し
た
。

　

東
北
地
方
で
作
ら
れ
た
三
春
人

形
や
堤
人
形
（
仙
台
）、
相
良
人

形
（
米
沢
）、
花
巻
人
形
（
花
巻
）

で
も
そ
れ
は
同
じ
で
あ
っ
た
ら
し

く
、
風
変
わ
り
な
衣
装
と
髪
型
の

子
ど
も
の
人
形
は
、
ど
の
産
地
で

も
多
く
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
暑
さ

が
増
し
て
く
る
こ
の
時
期
、
静
か

な
蔵
の
中
で
、
元
気
な
子
ど
も
た

ち
の
人
形
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
資
料
館
の
三
春
人
形
の

コ
ー
ナ
ー
も
、
歌
舞
伎
の
「
国
性

爺
合
戦
」
に
ち
な
ん
だ
人
形
に
入

れ
替
え
ま
し
た
。
同
じ
く
唐
風
の

衣
装
を
ま
と
っ
た
人
形
で
す
が
、

こ
ち
ら
は
三
春
人
形
の
工
人
た
ち

が
工
夫
し
た
、
華
や
か
な
衣
装
に

ご
注
目
く
だ
さ
い
。

▼ 

問　
歴
史
民
俗
資
料
館　

　

 　
　

☎
62-

５
２
６
３
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〈
さ
く
ら
湖
自
然
教
室
２
０
１
２
開
催

〉

　

さ
く
ら
湖
周
辺
の
自
然
、
水
辺
に

親
し
み
、
水
・
森
・
ダ
ム
の
重
要
性

と
水
保
全
の
大
切
さ
を
考
え
よ
う
。

▼ 

日
時　
７
月
29
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
８
時
〜
11
時
30
分

▼ 

場
所　
三
春
ダ
ム
管
理
所
お
よ

　

び
さ
く
ら
湖
周
辺

▼ 

内
容
／
定
員　
昆
虫
教
室
40
名
、

　

釣
り
体
験
教
室
40
名
、
水
上
探

新
着
本
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

コ
コ
ロ
・
フ
ァ
イ
ン
ダ
（
相
沢
沙
呼
）
／

美
し
き
一
日
の
終
わ
り
（
有
吉
玉
青
）
／

し
あ
わ
せ
な
ミ
ス
テ
リ
ー（
伊
坂
幸
太
郎
）

／
マ
カ
リ
ー
ポ
ン
（
岩
井
志
麻
子
）
／
語

り
つ
づ
け
ろ
、
届
く
ま
で
（
大
沢
在
昌
）

／
猫
色
ケ
ミ
ス
ト
リ
ー
（
喜
多
喜
久
）
／

ペ
ト
ロ
（
今
野
敏
）
／
か
す
て
い
ら
（
さ

だ
ま
さ
し
）
／
レ
デ
ィ
・
マ
ド
ン
ナ
（
小

路
幸
也
）
／
猫
背
の
虎　
動
乱
始
末
（
新

保
裕
一
）
／
悲
惨
す
ぎ
る
家
な
き
子
の

死
（
中
原
昌
也
）
／
旅
屋
お
か
え
り
（
原

田
マ
ハ
）
／
ド
ッ
グ
マ
ザ
ー
（
古
川
日
出

男
）
幽
女
の
如
き
怨
む
も
の
（
三
津
田
信

三
）
／
パ
ン
と
ス
ー
プ
と
ネ
コ
日
和
（
群

よ
う
こ
）
／
家
族
ず
っ
と
（
森
浩
美
）
／

そ
よ
か
ぜ
キ
ャ
ッ
ト
ナ
ッ
プ（
靖
子
靖
史
）

／
玄
侑
宗
久
の
生
き
る
力
（
玄
侑
宗
久
）

／
こ
れ
か
ら
も
そ
う
だ
（
田
中
慎
弥
）
／

夜
の
サ
ー
カ
ス
（
ゲ
ン
ス
タ
ー
ン
）
／
通

信
教
育
探
偵
フ
ァ
イ
ロ
・
ガ
ッ
プ
（
パ
ー

カ
ー
・
バ
ト
ラ
ー
）

今月の お すす め 本
写
真
著
作
権
／
オ
カ
ル
ト
／
英
国
大
使
の

※ 新着コーナーには、7 月５日（木）に並びます。 問い合わせ　町民図書館　☎ 62-3375

海
辺
の
宝
も
の
／「
悪
い
こ
と
」し
た
ら
、

ど
う
な
る
の
？
／
し
ご
と
ば
４
／
目
で
見

て
分
か
る
！
放
射
能
と
原
発
／
宇
宙
開
発

／
せ
い
か
つ
こ
ど
も
ず
か
ん
衣
食
住
／
影

絵
／
ダ
ヤ
ン
と
恐
竜
の
た
ま
ご
／
ね
え
、

お
は
な
し
き
か
せ
て
／
お
父
さ
ん
、
牛
に

な
る
／
ア
ル
ル
お
ば
さ
ん
の
す
き
な
こ
と

／
け
ん
か
に
か
ん
ぱ
い
！
／
こ
と
ば
が
く

ち
か
ら
で
ち
ゃ
っ
た
ら
／
エ
デ
ィ
の
ご
ち

そ
う
づ
く
り
／
れ
お
く
ん
の
へ
ん
な
か
お

／
モ
モ
ン
ガ
の
は
い
た
つ
や
さ
ん
／
ピ
ア

ノ
は
っ
ぴ
ょ
う
か
い

『ヒーロー＆ヒロインと出会う 
 名作読書 きっかけ大図鑑
 全 3 巻』 日本図書センター
　国内外の「名作」をイラスト
たっぷりで紹介した図鑑です。
小中学生の皆さん、夏休みに向
けて、お気に入りの一冊を探し
てみてください。
※ 毎年恒例「課題図書コーナー」
　「自由研究コーナー」を 8 月ま
　で設置します。

御
庭
番
／
北
朝
鮮
の
リ
ア
ル
／
こ
ん
な
に

ち
が
う
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
気
質
／
ど
ん
底

／
Ｎ
Ｈ
Ｋ
食
べ
て
ニ
ッ
コ
リ
ふ
る
さ
と
給

食
／
東
日
本
大
震
災
と
社
会
教
育
／「
超
」

入
門　
失
敗
の
本
質
／
天
才
科
学
者
の
ひ

ら
め
き
36
／
い
か
に
し
て
問
題
を
と
く

か
・
実
践
活
用
編
／
CO2
の
Ｑ
＆
Ａ
50
／
生

き
も
の
の
ヘ
ン
な
顔
／
気
づ
い
て
い
ま
す

か
認
知
症
ケ
ア
の
落
と
し
穴
／
す
ぐ
役
に

立
つ
介
護
予
防
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
／
家
庭
科

の
基
本
／
土
を
使
わ
な
い
は
じ
め
て
の
野

菜
づ
く
り
／
マ
ン
ガ
の
上
達
レ
ッ
ス
ン
／

梅
原
猛
の
授
業　
能
を
観
る
／
私
の
好
き

な
こ
の
一
句
／
と
ん
が
り
あ
た
ま
の
ご
ん

太
／
新
島
八
重　
愛
と
闘
い
の
生
涯

『ヒーロー＆ヒロインと出会う 

★ 

お
誕
生
日
の
つ
ど
い
（
要
予
約
）

▼ 
日
時　
７
月
25
日
（
水
）

　
　
　
　

 

午
前
10
時
〜
11
時

▼ 
場
所　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

▼ 

対
象　
就
学
前
の
７
月
生
ま
れ

　

の
お
子
さ
ん
と
保
護
者
６
組

▼ 

内
容　
身
長
体
重
測
定
や
手
形

を
押
し
て
自
分
だ
け
の
誕
生
カ
ー

ド
を
作
り
ま
す
。
大
き
な
ケ
ー
キ

を
囲
ん
で
お
祝
い
を
し
ま
す
。

▼ 

申
込
期
限　
７
月
20
日
（
金
）

▼ 

申
込
・
問　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

 　
　
　
　
　
　

☎
62-

２
７
４
８

〈「
宇
宙
に
夢
中
！
」
〜
宇
宙

学
校
・
た
む
ら
〜
の
開
催
〉

　
「
宇
宙
学
校
」
は
、
宇
宙
科
学

に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
も
ら
う

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ

宇
宙
科
学
研
究
所
の
研
究
者
が
中

心
と
な
り
、
講
演
と
親
し
み
や
す

い
授
業
形
式
で
開
催
し
ま
す
。

　

宇
宙
科
学
の
研
究
者
が
そ
れ
ぞ

れ
の
研
究
分
野
を
わ
か
り
や
す
く

説
明
し
、
皆
さ
ん
の
疑
問
に
お
答

え
し
ま
す
。
質
問
の
時
間
を
た
っ

ぷ
り
と
っ
て
い
ま
す
。
対
象
は
小

学
４
年
生
か
ら
中
学
生
と
し
て
い

ま
す
が
、
宇
宙
に
興
味
の
あ
る
方

な
ら
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
最
先
端
の
宇
宙
科

学
に
ふ
れ
、
研
究
者
と
楽
し
く
語
り

あ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？
た
く
さ
ん
の

ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼ 

日
時　
８
月
11
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
３
時
30
分

▼ 

場
所　
三
春
交
流
館「
ま
ほ
ら
ホ
ー
ル
」

▼ 

参
加
費　
無
料

▼ 

対
象　
小
学
４
年
生
〜
中
学
生

※ 

幼
児
、
一
般
の
方
も
参
加
で
き

　

ま
す
。

※ 

事
前
申
込
み
が
必
要
で
す
。

▼ 

定
員　
先
着
順
で
４
０
０
名

▼ 

申
込
方
法　

　

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
三
春
交

流
館
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※ 

参
加
者
全
員
の
氏
名
、
年
齢　

　
（
児
童
生
徒
場
合
は
学
年
も
）、

　

住
所
、
電
話
番
号
を
お
知
ら
せ

　

く
だ
さ
い
。

▼ 

内
容

▽ 

あ
い
さ
つ

　

三
春
町
教
育
長　

遠
藤
真
弘
氏

　

宇
宙
学
校
校
長　

宇
宙
科
学
研

　

究
所 

阪
本
成
一
教
授

▽ 
１
時
限
目

　

宇
宙
へ
行
く
と
生
き
物
は
ど
う

な
る
？
ヒ
ト
は
ど
う
な
る
？

　

〜 

僕
た
ち
が
宇
宙
へ
飛
び
出
し

生
活
す
る
た
め
に 
〜

　

石
岡
憲
昭 

教
授

▽ 

２
時
限
目

　

宇
宙
の
旅
の
帰
り
道

　

〜 

大
気
圏
再
突
入
の
は
な
し 
〜

　

山
田
和
彦 

助
教

▼ 

申
込・問　
三
春
交
流
館
「
ま
ほ
ら
」

　

 

☎
62-

３
８
３
７

　

 

Ｆ
Ａ
Ｘ
62-

４
７
２
７

　

検
教
室
20
名

▼ 

対
象　
三
春
町
・
大
滝
根
川
流

　

域
の
郡
山
市
東
部
地
区
・
田
村

　

市
船
引
地
域
の
小
学
生
（
親
子

　

同
伴
）、
先
着
順
で
１
０
０
名

▼ 

募
集
期
間　

　

７
月
３
日（
火
）〜
７
月
18
日（
水
）

▼ 

申
込
方
法　
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

　

Ｅ
メ
ー
ル
ま
た
は
参
加
申
込
書

　

持
参
で
三
春
交
流
館
へ
お
申
し

　

込
み
く
だ
さ
い
。

▼ 

申
込・問　
三
春
交
流
館
「
ま
ほ
ら
」

　
 

☎
62-

３
８
３
７

　

 
Ｆ
Ａ
Ｘ
62-

４
７
２
７

　

 

Ｅ
メ
ー
ルgakusyu@town.miharu.fukushima.jp

昨年の水上探検教室のようす

21

子
ど
も
・
親
子

趣
味
・
教
養

読
み
物
・
文
芸

実　
用　
書

児　
童　
書



〈
頑
張
り
す
ぎ
て
い
ま
せ
ん

か
？
眠
れ
て
い
ま
す
か
？

『
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
会
』

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
〉

　

ス
ト
レ
ス
や
悩
み
な
ど
、
心
の
健
康

を
崩
し
て
し
ま
う
要
因
は
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。
子
育
て
や
家
族
関
係
、
職
場

の
人
間
関
係
の
悩
み
な
ど
で
こ
こ
ろ
の

バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
た
り
、
思
春
期
の
不

安
や
ひ
き
こ
も
り
の
悩
み
、
ア
ル
コ
ー

ル
問
題
や
薬
物
依
存
な
ど
で
苦
し
む
方

も
決
し
て
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
本
人

や
家
族
だ
け
で
悩
ま
ず
に
専
門
家
に
相

談
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

自
分
や
家
族
で
「
こ
こ
ろ
の
悩
み
」

を
持
つ
方
の
た
め
に
、
町
で
は
専
門

家
に
依
頼
し
て
相
談
会
を
開
催
し
ま

す
。
相
談
は
無
料
で
完
全
予
約
制
で

す
。
相
談
内
容
な
ど
の
秘
密
は
厳
守

し
ま
す
。
相
談
を
ご
希
望
の
方
は
、

保
健
師
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼ 

日
時

　

 

７
月
11
日
（
水
）
午
後
２
時
〜

　

 

相
談
担
当　

精
神
科
医
師

　

 

７
月
19
日
（
木
）
午
前
９
時
30
分
〜

　

 

相
談
担
当　

臨
床
心
理
士

▼ 

場
所　
保
健
セ
ン
タ
ー

▼ 

申
込
・
問　

　

 

保
健
セ
ン
タ
ー 

健
康
づ
く
り
グ
ル
ー
プ

　

 

☎
62-

５
１
１
０

〈
県
内
で
麻
し
ん
（
は
し
か
）
患

者
が
発
生
し
ま
し
た
〉

　

今
後
麻
し
ん
患
者
が
増
加
す
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。「
麻
し
ん

風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
」
を
接
種
し
て

い
な
い
方
は
、
速
や
か
に
接
種
を

受
け
る
よ
う
お
勧
め
し
ま
す
。

〈
国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者

証
・
後
期
高
齢
者
医
療
被
保

険
者
証
の
更
新
の
お
知
ら
せ
〉

　

８
月
１
日
に
受
給
者
証
・
被
保

険
者
証
が
更
新
さ
れ
ま
す
。
新
し

い
証
は
、
７
月
末
日
ま
で
に
郵
送

い
た
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
使
用
し
て
い
た
証

は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
役
場

窓
口
に
お
返
し
く
だ
さ
い
。

★ 
国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証

▼ 
対
象
者　
昭
和
12
年
８
月
２
日

　

か
ら
昭
和
17
年
８
月
１
日
ま
で

　

に
生
ま
れ
た
方

〈
7
月
13
日
（
金
）・
27
日
（
金
）

は
保
健
セ
ン
タ
ー
開
放
日
〉

　

午
前
９
時
か
ら
午
後
３
時
30
分

ま
で
保
健
セ
ン
タ
ー
１
階
ホ
ー
ル

を
開
放
し
ま
す
。

【
子
育
て
サ
ロ
ン
】

▼ 

日
時　
７
月
27
日
（
金
）

　

 　
　
　

午
前
10
時
〜
11
時

▼ 

場
所　
１
階
ホ
ー
ル

【
食
改
さ
ん
の
お
や
つ
や
さ
ん
】

▼ 

日
時　
７
月
27
日
（
金
）

　

 　
　
　

午
前
11
時
〜

〈
献
血
車
が
や
っ
て
き
ま
す
〉

　

今
月
は
次
の
と
お
り
献
血
車
が

町
内
を
巡
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
温
か

い
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼ 

日
時　
7
月
23
日
（
月
）

▼ 

時
間
／
場
所

▽ 

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

　

 

溝
端
紙
工
印
刷
（
株
）
東
日
本

　

工
場

▽ 

午
後
０
時
30
分
〜
２
時
30
分

　

 （
株
）
イ
ワ
キ
三
春
工
場

▽ 

午
後
３
時
〜
５
時

　
（
株
）M

ARU
W

A Q
U

ARTZ

　

三
春
工
場

▼ 

問　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　

 

☎
62-

５
１
１
０

〈
乳
幼
児
健
康
診
査
〉

　

前
回
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
方
、

相
談
し
た
い
方
も
、
お
気
軽
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

▼ 

乳
幼
児
健
康
診
査
日
程

３〜
４か月児

１歳
６か月児

９〜
10か月児
９〜
10か月児

区　分 対　象日時・場所 持ってくるもの

母子手帳・問診票・
バスタオル

母子手帳・問診票・
保険証・バスタオル・
歯ブラシ

３〜
４か月児

7月17日（火）
13時集合
保健センター

７月18日（水）
９時集合
町立三春病院

平成24年
３月4日～
４月10日生まれ

平成23年
８月19日～
９月30日生まれ

母子手帳・問診票・
バスタオル・歯ブラシ

７月19日（木）
13時～13時30分受付
保健センター

平成22年
12月１日～
12月31日生まれ

1歳
６か月児

３〜
４か月児

1歳
６か月児

〈
中
学
校
卒
業
生
の
Ｏ
Ｓ
Ｌ

線
量
計
測
定
に
つ
い
て
〉

　

今
年
３
月
に
中
学
校
を
卒
業
し
た

方
の
Ｏ
Ｓ
Ｌ
線
量
計
の
測
定
を
次
の

日
程
で
行
い
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ

る
方
は
Ｏ
Ｓ
Ｌ
線
量
計
を
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

▼ 

期
間　
７
月
30
日
（
月
）
〜

　
　
　
　

 

８
月
10
日
（
金
）

※ 

土
日
は
除
き
ま
す
。

▼ 

時
間　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

▼ 

場
所　

 

教
育
委
員
会
教
育
課

　
　
　
　

 （
役
場
３
階
）

▼ 

問　
教
育
課

　
　
　

 

☎
62-

８
１
１
９

〈
ポ
リ
オ
予
防
接
種
〉

　

９
月
か
ら
ポ
リ
オ
不
活
化
ワ
ク

チ
ン
が
導
入
さ
れ
る
た
め
、
９
月

12
日
（
水
）
の
ポ
リ
オ
予
防
接
種

は
行
い
ま
せ
ん
。

　

今
回
が
ポ
リ
オ
生
ワ
ク
チ
ン
集

団
接
種
の
最
終
と
な
り
ま
す
の
で
、

す
で
に
１
回
目
接
種
が
済
ん
で
２
回

目
接
種
を
希
望
す
る
方
は
、
こ
の
機

会
に
接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

▼ 

期
日　
７
月
25
日
（
水
）

▼ 

受
付
時
間　
午
前
９
時
〜
10
時

※ 

事
前
予
約
は
不
要
で
す
。

▼ 

場
所　
町
立
三
春
病
院
３
階
会

　

議
室

▼ 

持
参
品　
予
防
接
種
予
診
票
、

　
母
子
手
帳

※ 
ポ
リ
オ
不
活
化
ワ
ク
チ
ン
に
つ

い
て
は
、「
広
報
み
は
る
８
月
号
」

で
詳
し
く
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼ 

問　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　

 

☎
62-
５
１
１
０

▼ 

麻
し
ん
（
は
し
か
）
っ
て
？

　

麻
し
ん
ウ
イ
ル
ス
に
よ
っ
て
お

こ
る
急
性
の
全
身
感
染
症
で
、
感

染
力
が
非
常
に
強
く
、空
気
・
飛
沫
・

接
触
な
ど
様
々
な
経
路
で
感
染
し

ま
す
。
免
疫
を
持
た
な
い
方
が
感

染
す
る
と
１
０
０
㌫
発
症
し
ま
す
。

▼ 

症
状　

　

感
染
し
10
日
く
ら
い
で
発
熱
・

咳
・
鼻
水
と
い
っ
た
風
邪
の
よ
う

な
症
状
が
現
れ
ま
す
。
２
、３
日
発

熱
が
続
き
39
℃
以
上
の
高
熱
と
発

疹
が
現
れ
徐
々
に
軽
快
し
ま
す
が
、

脳
炎
や
肺
炎
な
ど
の
重
い
合
併
症

を
起
こ
す
場
合
が
あ
り
ま
す
。
潜

伏
期
間
は
10
日
前
後
で
す
。

▼ 

周
囲
に
感
染
す
る
期
間

　

発
病
１
、２
日
か
ら
発
疹
出
現
後

４
、５
日
く
ら
い
の
間
で
す
。

▼ 

問　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　

 

☎
62-

５
１
１
０

★ 

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

▼ 

対
象
者　
昭
和
12
年
８
月
１
日

　

ま
で
に
生
ま
れ
た
方

▼ 

問　
保
健
セ
ン
タ
ー 

国
保
医
療
グ
ル
ー
プ

　
　
　

 

☎
62-

３
１
６
６

▼ 

場
所　
２
階
料
理
講
習
室

▼ 

料
金　
一
家
族
１
０
０
円

▼ 

問　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　

 

☎
62-

５
１
１
０
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 ＜三春盆踊りを開催します＞
　今年も８月 15・１6 日の両日、午後７時から、おまつり道路で三春盆踊りを開催します。ぜひとも踊りにご参加ください。



〈
国
民
年
金
保
険
料
免
除
・

納
付
猶
予
〉

★ 

７
月
か
ら
平
成
24
年
度
「
国
民 

　

年
金
保
険
料
免
除
・
納
付
猶
予

　

申
請
書
」
を
受
付
し
ま
す
。　

　

国
民
年
金
は
、
20
歳
以
上
60
歳

未
満
の
全
て
の
方
が
加
入
す
る
制

度
で
す
。
老
後
の
老
齢
基
礎
年
金

の
ほ
か
、
万
が
一
の
と
き
に
障
害

基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
が
受

け
取
れ
る
制
度
で
す
。

　

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
月
額

１
４
、９
８
０
円
（
平
成
24
年
度
）

で
す
が
、
経
済
的
な
理
由
な
ど
で

保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、

申
請
手
続
き
を
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
よ
り
、
保
険
料
の
納
付
が
全

額
免
除
ま
た
は
一
部
免
除
（
一
部

納
付
）
に
な
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

▼ 

保
険
料
の
申
請
免
除
制
度

　

平
成
24
年
度
の
免
除
申
請
は
平

成
24
年
７
月
か
ら
平
成
25
年
６
月
ま

で
の
期
間
を
対
象
と
し
、
申
請
者
本

人
の
ほ
か
、
配
偶
者
、
世
帯
主
の
方

の
前
年
の
所
得
に
よ
り
審
査
さ
れ
ま

す
。日
本
年
金
機
構
で
審
査
決
定
後
、

結
果
を
お
送
り
し
ま
す
。

▼ 

申
請
に
必
要
な
書
類

▽ 

年
金
手
帳
・
印
鑑

▽ 

退
職
（
失
業
）
し
た
方
は
、
雇

　

用
保
険
受
給
者
証
、
雇
用
保
険

　

被
保
険
者
離
職
票

▽ 

転
入
し
た
方
（
本
人
、
配
偶
者
お

よ
び
世
帯
主
が
い
る
場
合
は
各
々
）

は
、
平
成
24
年
１
月
１
日
時
点
の

住
所
地
の
市
町
村
長
が
発
行
し
た

平
成
24
年
度
分
の
所
得
証
明
書（
平

成
23
年
中
の
所
得
が
わ
か
る
も
の

で
、
各
種
控
除
額
お
よ
び
扶
養
控

除
な
ど
記
載
の
あ
る
も
の
）

▼ 

免
除
さ
れ
た
保
険
料
な
ど
の
追
納

　

保
険
料
の
免
除
ま
た
は
猶
予
さ

れ
た
期
間
は
、
保
険
料
を
全
額
納

付
し
た
と
き
に
比
べ
、
受
け
取
る

年
金
額
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
こ
れ
ら
の
期
間
は
、

10
年
以
内
で
あ
れ
ば
、
さ
か
の

ぼ
っ
て
保
険
料
を
納
め
る
（
追
納
）

こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
承

認
を
受
け
た
翌
年
度
か
ら
起
算
し

て
３
年
目
以
降
に
納
付
す
る
場
合

は
、
経
過
し
た
年
数
に
応
じ
た
一

定
の
加
算
額
が
加
わ
り
ま
す
。

▼ 

問　
郡
山
年
金
事
務
所

　

 　
　

☎
０
２
４-

９
３
２-

３
４
３
４

　

 　
　

住
民
課 

住
民
グ
ル
ー
プ

　

 　
　

☎
62-

８
１
２
６

〈
７
月
は
「
河
川
愛
護
月
間
」
で
す
〉

〜
豊
か
な
水
環
境
を
い
つ
ま
で
も
〜

　

河
川
か
ら
取
水
し
、
水
道
水
や

各
種
用
水
と
し
て
利
用
し
て
い
ま

す
。
安
全
で
安
定
的
な
水
を
確
保

し
、
ま
た
豊
か
な
水
環
境
を
後
生

に
残
し
て
い
く
た
め
に
、
今
で
き

る
こ
と
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

● 

家
庭
で
で
き
る
ち
ょ
っ
と
し

　

た
工
夫

○ 

自
然
環
境
に
や
さ
し
い
洗
剤
を

　

使
用
す
る
。

○ 
化
学
合
成
洗
剤
を
使
用
す
る
場

　

合
は
、
用
途
を
守
っ
て
適
正
に

　

使
用
す
る
。

○ 

廃
油
な
ど
は
、
再
利
用
や
回
収

〈
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
を
摘
み
に

行
こ
う
！
〉

　

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
季
節
が
や
っ

て
き
ま
し
た
。
三
春
町
の
観
光
農

園
で
は
、
一
般
客
向
け
の
摘
み
取

り
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

広
大
な
畑
に
何
種
類
も
の
ブ

ル
ー
ベ
リ
ー
が
甘
酸
っ
ぱ
い
実
を

結
ん
で
い
ま
す
。
自
然
を
満
喫
し

な
が
ら
摘
み
取
り
を
楽
し
む
こ
と

　

に
出
す
な
ど
し
て
、
排
水
に
直

　

接
流
さ
な
い
。

● 

河
川
な
ど
へ
の
ご
み
投
棄
は
や

　

め
ま
し
ょ
う

　

河
川
な
ど
へ
の
ご
み
や
油
な
ど

の
投
棄
は
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。
絶
対
に
捨
て
な
い
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

● 

灯
油
な
ど
の
流
出
事
故
を
防
ぎ

　

ま
し
ょ
う

　

例
年
、
貯
油
タ
ン
ク
か
ら
の
移

し
替
え
や
配
管
の
破
損
な
ど
に
よ
る

油
の
河
川
へ
の
流
出
事
故
が
多
数
発

生
し
、
水
質
事
故
の
６
割
以
上
を
占

め
て
い
ま
す
。
油
が
河
川
に
流
出
す

る
と
、下
流
域
の
水
道
や
農
業
用
水
、

漁
業
な
ど
の
利
水
に
影
響
を
及
ぼ
す

ば
か
り
で
な
く
、
魚
類
な
ど
の
生
息

環
境
の
悪
化
を
招
き
ま
す
。

　

各
家
庭
で
の
灯
油
な
ど
の
適
切

な
取
扱
い
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎ 

灯
油
な
ど
の
取
扱
い
の
ポ
イ
ン
ト

○ 

常
日
頃
か
ら
貯
油
タ
ン
ク
に
異
常

　

は
な
い
か
、
点
検
し
ま
し
ょ
う
。

○ 

給
油
中
は
そ
の
場
を
離
れ
な
い

　

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

　

使
用
後
は
バ
ル
ブ
や
コ
ッ
ク
を

　

完
全
に
閉
め
ま
し
ょ
う
。

○ 

灯
油
な
ど
が
漏
れ
て
い
る
こ
と

　

に
気
づ
い
た
ら
、
火
気
に
十
分

　

注
意
し
な
が
ら
直
ち
に
布
な
ど

　

で
回
収
し
、
河
川
に
流
出
し
な

　

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

河
川
な
ど
の
水
質
に
異
変
を
感

じ
た
と
き
は
、
速
や
か
に
役
場
ま
た

は
消
防
署
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

▼ 

問　
住
民
課 

生
活
環
境
グ
ル
ー
プ

　

 　
　

☎
62-

２
１
４
７

昨年のブルーベリー摘み取りのようす

が
で
き
ま
す
。

　

８
月
中
旬
頃
ま
で
摘
み
取
り
が

で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
足
を
運

ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

▼ 

問　
過
足
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
丘

 

☎
62-

６
８
８
５

 

か
・
お
・
る
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
園

 

☎
０
９
０-

６
２
５
４-

３
２
０
０

 

三
春
ハ
ー
ブ
む
な
か
た
農
園

 

☎
０
２
４-

９
４
４-

７
０
２
６

 

産
業
課 

農
林
グ
ル
ー
プ

 

☎
62-

２
１
１
２

〈
森
林
の
伐
採
に
は
届
出
が

必
要
で
す
〉

　

自
分
の
山
の
木
な
ら
、
自
由
に

伐
っ
て
も
い
い
。
こ
ん
な
ふ
う
に

思
っ
て
い
る
森
林
所
有
者
の
方
は
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
か
。
た
と
え
自

分
の
山
で
も
、
森
林
を
伐
採
す
る
と

き
は
「
伐
採
及
び
伐
採
後
の
造
林
の

届
出
書
」
の
提
出
が
必
要
で
す
。

▼ 

対
象
と
な
る
森
林

　

保
安
林
や
保
安
施
設
を
除
く
民

有
林
で
す
。

※ 

伐
採
を
行
う
場
合
、そ
の
目
的
、

　

樹
種
、
方
法
、
面
積
な
ど
に
か

　

か
わ
ら
ず
届
出
が
必
要
で
す
。

▼ 

届
出
対
象
者　

　

森
林
所
有
者
な
ど
伐
採
に
つ
い

て
の
権
限
を
持
つ
も
の

※ 

所
有
者
が
自
分
で
伐
採
す
る
場

　

合
は
所
有
者
、
買
受
け
伐
採
の

　

場
合
は
買
受
人

▼ 

届
出
期
間　

　

伐
採
を
始
め
る
90
日
か
ら
30
日

　

前
ま
で

▼ 

届
出
先　

　

伐
採
す
る
森
林
が
あ
る
市
町
村

※ 

当
該
市
町
村
の
林
業
関
係
窓
口

　

に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

▼ 

問　

産
業
課 

農
林
グ
ル
ー
プ

　
　
　

☎
62-

２
１
１
２
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健　

康

年　

金

農　

業

暮
ら
し



 ５月９日〜６月８日
寄附・ボランティア
していただいた方々

（敬称略・順不同）

【
福
祉
】

（
社
会
福
祉
協
議
会
へ
）

▼ 

寄
附

▽ 

物
品

　

植
田
生
花
店
（
北
町
）

　

増
子
忠
一
（
山
田
）

▼ 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ひ
ま
わ
り
の
会
／
花
し
づ
く

（
郡
山
）
／
田
村
高
校
Ｊ
Ｒ
Ｃ
／

花
み
ず
き
／
ユ
ニ
オ
ン
／
三
春

ス
ポ
ー
ツ
民
踊
／
貝
山
ス
ポ
ー

ツ
民
踊
／
上
野
ト
ク
（
平
沢
）

／
村
上
貞
子
（
八
島
台
）
／
石

塚
ハ
ツ
ヨ
（
荒
町
）
／
橋
本
光

子
（
御
免
町
）
／
雨
宮
尚
子
（
大

町
）
／
渡
辺
え
み
こ
（
富
岡
仮

設
）
／
橋
本
ア
イ
子
（
雁
木
田
）

【
ふ
る
さ
と
納
税
】

▽ 

三
ツ
橋
政
雄
（
神
奈
川
県
）

〈
水
道
検
針
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
〉

　

水
道
料
金
を
算
出
す
る
た
め
の

検
針
は
、
１
・
３
・
５
・
７
・
９
・
11

月
の
年
６
回
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
７
月
の
検
針
の
た
め
、

委
託
し
た
検
針
員
が
訪
問
し
ま
す

の
で
、
能
率
的
に
検
針
で
き
る
よ

う
、
次
の
点
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

▽ 

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
物

　

を
置
か
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ

　

さ
い
。

▽ 

犬
は
出
入
口
や
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ

　

ク
ス
か
ら
離
し
て
つ
な
い
で
お

　

い
て
く
だ
さ
い
。

〈
水
道
料
金
の
お
支
払
い
〉

▼ 

水
道
料
金
と
納
期
限

▽ 

水
道
料
金
は
、
基
本
料
金
と
水

　

量
料
金
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。

▽ 

基
本
料
金
は
、
使
用
水
量
に
か

　

か
わ
ら
ず
い
た
だ
く
料
金
で
、

　

水
量
料
金
は
使
用
水
量
に
応
じ

　

て
い
た
だ
く
料
金
で
す
。

▽ 

納
期
限
は
、
現
金
払
い
は
奇
数

　

月
の
月
末
、
口
座
振
替
の
場
合

　

は
、
奇
数
月
の
25
日
で
す
。

▼ 

便
利
な
口
座
振
替
制
度

　

水
道
料
金
の
お
支
払
い
は
、
口
座

か
ら
自
動
的
に
引
き
落
さ
れ
る
口
座

振
替
が
便
利
で
す
。

　

各
取
扱
金
融
機
関
に
金
融
機
関

届
出
印
鑑
、
通
帳
と
水
道
料
金
の

領
収
書
を
持
参
し
て
申
し
込
む
こ

と
が
で
き
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

〈
外
国
人
登
録
を
さ
れ
て
い

る
方
へ
〉

　

７
月
９
日
（
月
）
よ
り
外
国
人

登
録
制
度
が
廃
止
さ
れ
、
新
し
い

在
留
管
理
制
度
が
始
ま
り
ま
す
。

外
国
人
登
録
証
明
証
は
、
一
定
の

期
間
は
有
効
と
な
り
ま
す
が
、
次

の
期
間
ま
で
に
切
り
替
え
を
お
願

い
し
ま
す
。

★ 

外
国
人
登
録
制
度
か
ら
の
変
更
点

▼ 

新
し
い
在
留
管
理
制
度
に
よ

り
、
こ
れ
ま
で
入
国
管
理
局
と

16歳未満

16歳以上

16歳未満
16歳以上
16歳未満
16歳以上
16歳未満
16歳以上

特別永住者

永住者

特定活動

それ以外の
在留資格者

在留資格 年齢 切替期限
16歳の誕生日まで
前回の登録証切替後の7回目の誕生日が平成27年7月8日までに到来する方 ⇒ 平成27年7月8日まで
上記以外の方 ⇒ 旧登録証の次回切替の始期である誕生日まで
平成27年7月8日または16歳の誕生日のいずれか早い日まで
平成27年7月8日まで
在留期間の満了日、平成27年7月8日または16歳の誕生日のいずれか早い日まで
在留期間の満了日または平成27年7月8日のいずれか早い日まで
在留期間の満了日または16歳の誕生日のいずれか早い日まで
在留期間の満了日

〈
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
は
住

所
異
動
し
た
後
も
継
続
利
用

で
き
ま
す
〉

　

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
以
下

「
住
基
カ
ー
ド
」
と
い
う
。）
は
、

現
在
公
的
な
身
分
証
明
書
や
電
子

申
請
に
使
わ
れ
る
電
子
証
明
書（
公

的
認
証
サ
ー
ビ
ス
）
の
格
納
媒
体

と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
24
年
７
月
９
日
の
住
基
法
改

正
に
よ
り
利
用
方
法
が
変
わ
り
ま
す
。

○ 

住
基
カ
ー
ド
取
得
者
は
、
住
基

カ
ー
ド
を
利
用
し
た
転
出
・
転
入

の
届
け
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
よ
り
、
転
入
後
も
継
続
し
て
住

基
カ
ー
ド
を
利
用
で
き
ま
す
。

○ 

住
基
カ
ー
ド
取
得
者
が
郵
送
で

転
出
届
け
を
提
出
し
た
時
は
、

そ
の
ま
ま
、
転
入
地
で
転
入
の

届
け
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※ 

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
る

方
や
義
務
教
育
児
童
が
い
る
方

な
ど
は
、
別
途
手
続
き
が
必
要

に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

● 

住
基
カ
ー
ド
の
取
得
方
法

▼ 

申
請
日
／
申
請
時
間　

▽ 

平
日　
午
前
８
時
30
分

　

 　
　
　

〜
午
後
５
時
15
分

※ 

水
曜
日
は
午
後
７
時
ま
で

▽ 

日
曜
日　
午
前
８
時
30
分
〜
12
時

※ 

申
請
か
ら
交
付
ま
で
に
は
、
２

　

週
間
程
度
か
か
り
ま
す
の
で
余
裕

　

を
持
っ
て
、申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▼ 
申
請
に
必
要
な
も
の　

　

運
転
免
許
証
・
健
康
保
険
証
な

ど
、
印
鑑

※ 

顔
写
真
撮
影
の
サ
ー
ビ
ス
も

　

行
い
ま
す
。

▼ 

交
付
日
／
交
付
時
間　
　

　

 

平
日　

午
前
８
時
30
分

　

 　
　
　

〜
午
後
５
時
15
分

▼ 

発
行
手
数
料　
５
０
０
円

▼ 

問　
住
民
課 

住
民
グ
ル
ー
プ

　

 　
　

☎
62-

８
１
２
６

市
町
村
窓
口
と
で
二
重
に
必
要

で
あ
っ
た
事
務
手
続
き
が
、
入

国
管
理
局
の
み
の
手
続
き
と
な

り
ま
す
。

※ 

特
別
永
住
者
の
方
は
、
入
国
管

理
局
で
は
な
く
市
町
村
窓
口
で

の
手
続
き
と
な
り
ま
す
。

▼ 

こ
れ
ま
で
外
国
人
登
録
を
さ
れ

て
い
る
方
は
転
出
の
手
続
き
は

不
要
で
し
た
が
、
今
後
は
、
市

町
村
窓
口
で
転
出
証
明
書
を
取

得
し
、
転
入
先
の
市
町
村
窓
口

で
転
入
の
手
続
き
を
す
る
こ
と

と
な
り
ま
す
。

▼ 

日
本
人
と
同
様
、
住
民
票
を
取

得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※ 

こ
れ
ま
で
取
得
し
て
い
た
登
録

原
票
記
載
事
項
証
明
書
は
７
月

９
日
以
降
、
発
行
で
き
ま
せ
ん
。

　

ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

▼ 

問　
住
民
課 

住
民
グ
ル
ー
プ

　
　
　

 

☎
62-

８
１
２
６
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町
以
外
の
事
業
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

● 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　

施
設
な
ど
で
協
力
し
て
く
だ
さ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
「
困
っ
て
い
る
人
の
た
め
に
何
か
し
た
い
」「
こ
ん
な
こ
と
な
ら
私
も
で

き
る
よ
」
と
い
う
方
、
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

他
に
、
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
お
た
が
い
さ
ま
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
聞
い
て
み
た
い
方
、
興
味
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
希
望
す
る
方
に
は
、
保
険
の
加
入
手
続
き
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼ 

申
込
・
問　
三
春
町
社
会
福
祉
協
議
会
（
三
春
町
福
祉
会
館
内
）

　
　
　
　
　
　

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー　

市
川
・
神
山

　
　
　
　
　
　

☎
62-

８
５
８
６

〈
マ
イ
バ
ッ
グ
推
進
デ
ー
〉

　

県
で
は
、
７
月
か
ら
毎
月
８
・

９
日
を
「
マ
イ
バ
ッ
グ
推
進
デ
ー
」

と
し
て
、
マ
イ
バ
ッ
グ
の
持
参
を

推
進
し
ま
す
。

　

例
え
ば
、
ス
ー
パ
ー
な
ど
で
レ

ジ
袋
を
１
枚
辞
退
す
る
こ
と
で

18
・
３
㍉
リ
ッ
ト
ル
の
石
油
が
節

約
で
き
、
そ
の
こ
と
が
地
球
温
暖

化
防
止
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
皆

様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
県
で
は
「
マ
イ
バ
ッ
グ

推
進
デ
ー
」
の
協
力
店
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

　

詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

▼ 

問　
県
庁
環
境
共
生
課

　
　
　

 

☎
０
２
４-
５
２
１-

７
２
４
８

【
取
扱
金
融
機
関
】

　

た
む
ら
農
協
、
東
邦
銀
行
、
郡
山

信
用
金
庫
、
郵
便
局
、
労
働
金
庫

▼ 
問　
企
業
局 

水
道
・
宅
造
グ
ル
ー
プ

　
　
　

 
☎
62
‐
２
５
０
０

● 

藤
田
浩
子
さ
ん
と
む
か
し
あ
そ
び
を
楽
し
む
会

　

藤
田
浩
子
さ
ん
は
、
三
春
町
に
疎
開
し
た
時
に
、
近
所
の
お
じ
い
さ
ん
か

ら
昔
話
を
聞
き
、
お
友
達
と
お
手
玉
な
ど
の
わ
ら
べ
う
た
で
遊
び
な
が
ら
子

ど
も
時
代
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

現
在
で
は
、
全
国
の
図
書
館
や
保
育
関
係
者
、
お
母
さ
ん
た
ち
に
、
講
演

会
や
著
書
を
通
し
て
、
語
り
や
む
か
し
あ
そ
び
を
広
め
て
い
ま
す
。

　

次
の
と
お
り
、
藤
田
さ
ん
か
ら
お
手
玉
や
手
遊
び
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま

す
。
興
味
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼ 

日
時
／
場
所　

 

７
月
30
日
（
月
）
午
後
２
時
〜
４
時
／
三
春
町
文
化
伝
承
館

▼ 

対
象　
興
味
の
あ
る
方
は
、
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

▼ 

参
加
費　
一
人
５
０
０
円　

※ 

子
ど
も
は
無
料

▼ 

主
催　
あ
そ
べ
や
ま
ん
ば
の
会　

代
表 

三
浦
和
子

▼ 

申
込
・
問　
事
務
局 

永
井
順
子
☎
０
９
０-

６
６
２
４-

３
８
５
９

● 

蓮
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す

　

７
月
中
旬
か
ら
８
月
中
旬
に
か
け
て
、
法
蔵
寺
（
荒
町
）
で
蓮
ま
つ
り

を
開
催
し
ま
す
。

　

蓮
の
花
は
仏
教
の
平
和
な
世
界
の
シ
ン
ボ
ル
で
す
。
当
寺
で
は
大
賀
蓮

（
２
、０
０
０
年
蓮
）
を
は
じ
め
と
し
て
、
お
よ
そ
１
０
８
種
の
花
が
咲
き

競
い
ま
す
。
蓮
の
花
は
早
朝
が
見
頃
で
す
。
見
学
は
自
由
で
す
の
で
、
夏

の
朝
の
ひ
と
と
き
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　

ま
た
、
次
の
と
お
り
観
蓮
会
を
開
催
し
ま
す
。
蓮
茶
、
蓮
お
に
ぎ
り
な

ど
を
準
備
し
て
お
待
ち
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼ 
観
蓮
会
日
時
／
場
所　
７
月
29
日
（
日
）
午
前
６
時
〜　

法
蔵
寺

▼ 

問　
法
蔵
寺　

☎
62-

２
６
３
７

Love Love Happy Project
ラブラブ・ハッピープロジェクト

　仕事が忙しくて・・・なかなか出会いがなくて・・・
　そんな皆さんに、出会いの場をご用意いたします。
三春ダムさくら湖でのＥボート体験、夜は花火観賞
をして夏のひとときを楽しんでみませんか。
◆ 日時　7 月 29 日（日）　午後 4 時～９時
◆ 会場　三春町営ボート場
　 　　　（午後３時に郡山駅からバスで送迎します。）
◆ 参加資格　男性：三春町内の独身の方　 
　　　　　　 女性：三春町内外の独身の方　
※ 年齢は、男性・女性ともに 25 歳から 45 歳まで
◆ 定員　男性・女性　各 10 名程度
◆ 参加費用　男性：3,000 円　女性：2,000 円
◆ 申込方法　氏名・性別・生年月日・住所・電話番号・
　職業を申込先へご連絡ください。
◆ 申込締切　7 月 13 日（金）
◆ 申込・問　ハピプロ実行委員会（総務課 企画情報グループ内）
　　　　　☎ 62-8125　FAX 61-1110

広　
告　
欄
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暮
ら
し

〈Music フェスタ 2012
８月５日（日）開催決定〉

　震災復興や地域の音楽文化の向上を目
的とし、「Music フェスタ 2012」を開催
します。
▶ 場所　滝の平野外劇場
▶ 出演者　ＡＶＥほか大物アーティス

トの出演交渉中
▶ 主催　ミュージックフェスタ実行委員会
▶ 問　三春町観光協会 ☎ 62-3690

広 告 欄



広　
告　
欄

町
以
外
の
事
業
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

● 

田
村
広
域
行
政
組
合
職
員
（
高
校
卒
程
度
）
募
集

　

平
成
25
年
度
田
村
広
域
行
政
組
合
職
員
採
用
候
補
者
試
験
を
次
の
と
お

り
実
施
し
ま
す
。

▼ 
試
験
職
種
／
採
用
予
定
人
数　

 

一
般
事
務
／
若
干
名

▼ 
受
験
資
格　
昭
和
58
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
７
年
４
月
１
日
ま
で
に

　

生
ま
れ
た
者
（
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
。）

▼ 

試
験
方
法
／
期
日
／
場
所　

▽ 

第
１
次
試
験　
教
養
試
験
（
筆
記
試
験
）
／
９
月
16
日
（
日
）
／

　

小
野
町
多
目
的
研
修
集
会
施
設（
小
野
町
大
字
小
野
新
町
字
中
通
２
番
地
）

▽ 

第
２
次
試
験　
小
論
文
、
面
接
な
ど
／
11
月
下
旬
予
定
／

　

田
村
広
域
行
政
組
合
事
務
所

▼ 

受
付
期
間　
７
月
11
日
（
水
）
〜
８
月
10
日
（
金
）

※ 

郵
送
の
場
合
は
、
８
月
８
日
（
水
）
ま
で
の
消
印
有
効

▼ 

受
験
申
込
等　
申
込
用
紙
の
請
求
や
申
込
方
法
、
そ
の
他
詳
細
な
内
容
は

組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼ 

申
込
・
問　
三
春
町
大
字
熊
耳
字
下
荒
井
１
７
６
番
地
１

　

 　
　
　
　
　

田
村
広
域
行
政
組
合 

総
務
課　

☎
62-
２
０
３
８

〈
町
営
住
宅
入
居
者
募
集
〉

　

次
の
町
営
住
宅
（
特
定
公
共
賃
貸

住
宅
）
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

家
賃
は
、
三
春
町
特
定
公
共
賃
貸

住
宅
管
理
条
例
に
よ
る
家
賃
月
額
に

な
り
ま
す
。
敷
金
は
、
家
賃
の
３
か

月
分
で
す
。
家
賃
と
は
別
に
、
駐
車

場
使
用
料
、
共
益
費
、
組
費
な
ど
の

負
担
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

▼ 

入
居
資
格

① 

単
身
者
で
あ
る
こ
と
。

② 

現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ

　

と
が
明
ら
か
で
あ
る
こ
と
。

③ 

世
帯
の
所
得
額
が
次
の
基
準
内

　

で
あ
る
こ
と
。

・
月
額
所
得
が
15
万
８
千
円
（
た

　

だ
し
、
若
年
の
単
身
者
の
方
で

　

所
得
の
上
昇
が
見
込
ま
れ
る
方

　

に
つ
い
て
は
12
万
３
千
円
）
以

　

上
、
48
万
７
千
円
以
下

④ 

暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為

　

の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
第
２

　

条
第
６
号
に
規
定
す
る
暴
力
団

　

員
で
な
い
こ
と

▼ 

受
付
期
間　
７
月
２
日
（
月
）

　
　
　
　
　

   

〜
７
月
５
日
（
木
）

※ 

期
間
中
申
込
み
が
な
い
住
戸

は
、
随
時
募
集
し
ま
す
。

▼ 

申
込
方
法

　

建
設
課
に
備
え
付
け
て
あ
る
申

込
書
に
所
定
の
事
項
を
記
入
の
う

え
、
必
要
な
書
類
を
添
付
し
て
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
郵
送
に
よ
る

申
込
受
付
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

▼ 

選
考
方
法

　

先
着
順
に
申
込
受
付
お
よ
び
入
居

資
格
を
審
査
し
、
募
集
戸
数
に
達
し

た
時
点
で
申
込
受
付
を
終
了
し
ま
す
。

▼ 

入
居
予
定
時
期　

　

平
成
24
年
８
月かいやま団地

（木造2階建・H10年）

団地名／構造・建築年

大字貝山字馬場33番地

所在地

家賃：41,000円

２DK
９戸

募集戸数間取・階数

有
（１台）

駐車場

２階×5戸
１階×4戸

※ 駐車場使用料は１か月 2,000 円です。
▶ 問　建設課 建築グループ（役場３階）
　　　☎ 62-2113

＜特定公共賃貸住宅＞（単身用）

● 

三
春
中
学
校
の
思
い
出
を
探
し
て
い
ま
す

〜
三
春
中
学
校
学
校
史
作
成
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
〜

　

日
向
町
に
あ
る
三
春
中
学
校
（
現
三
春
中
学
校
）
が
開
校
し
て
66
年
、

今
年
度
が
最
後
の
年
度
と
な
り
ま
し
た
。

　

日
向
町
で
培
わ
れ
た
歴
史
、
伝
統
、
精
神
そ
し
て
関
係
者
の
思
い
を
貝

山
三
春
中
学
校
へ
『
つ
な
ぐ
』
こ
と
を
テ
ー
マ
に
学
校
史
を
作
成
す
る
こ

と
と
い
た
し
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
の
現
三
春
中
学
校
で
の
思
い
出
を
学
校
史
に
残
し
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
、
お
持
ち
の
旧
デ
ザ
イ
ン
の
制
服
、
学
生
帽
、
運
動
服
、
カ

バ
ン
、
卒
業
ア
ル
バ
ム
、
部
活
の
ユ
ニ
ホ
ー
ム
、
写
真
な
ど
を
ぜ
ひ
お
貸

し
く
だ
さ
い
。

　

特
に
、
平
成
２
年
度
、
昭
和
46
年
度
、
昭
和
44
年
度
、
昭
和
40
年
度
以

前
の
卒
業
ア
ル
バ
ム
、
昭
和
40
年
度
以
前
の
卒
業
ア
ル
バ
ム
に
代
わ
る
写

真
や
資
料
を
お
持
ち
の
方
は
、
ぜ
ひ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼ 

申
込・問　
日
向
町
三
春
中
学
校
閉
校
実
行
委
員
会
事
務
局（
三
春
中
学
校
内
）

　
　
　
　
　
　

  

☎
62-

２
１
８
１

〈
東
日
本
大
震
災
等
の
記
録

や
体
験
談
を
募
集
〉

　

県
で
は
、
次
の
世
代
に
継
承
し

て
い
く
た
め
、
東
日
本
大
震
災
や

原
子
力
災
害
な
ど
の
体
験
、
記
憶
、

記
録
、
教
訓
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
は
、
電

話
や
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
ご
連

絡
願
い
ま
す
。

▼ 

問　
福
島
県
歴
史
資
料
館

　

 

☎
０
２
４-

５
３
４-

９
２
２
０

　

 

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
４-

５
３
４-

９
１
９
５

　

 

Ｅ
メ
ー
ルoffice@history-archives.fks.ed.jp
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▼ 募集する団地

広 告 欄



広報紙に写真を掲載してみませんか

◆ 申込・問　総務課 企画情報グループ ☎ 62-8125

　毎年、７月から９月にかけて台風が接近し、強風や集
中豪雨による被害をもたらしています。
　被害を少なくするため、次のような対策を心がけましょ
う。

《まず台風がくる前に》
○ 家の周りで、風に飛ばされそうなものは片付け、補
　強が必要な箇所は対策を講じる。
○ 断水に備え、生活用水を確保し、非常持出品（懐中
　電灯、携帯ラジオ、電池、食料や貴重品）を準備する。
○ 指定避難場所 ･ 避難経路を確認する。

《台風が接近している時》
○ テレビなどの気象情報に注意する。
○ 危険な場所には近寄らない。
○ 早く帰宅し、外出を控える。

台風に対する備え

◆ 問い合わせ先　田村消防署 三春分署 ☎ 62-4049

安藤 心
こ こ み

海ちゃん（2 歳）、安藤 ひなたちゃん（６歳）
「いもうとは、たからもの！」

広　
告　
欄

〈
東
日
本
大
震
災
等
の
記
録

や
体
験
談
を
募
集
〉

　

県
で
は
、
次
の
世
代
に
継
承
し

て
い
く
た
め
、
東
日
本
大
震
災
や

原
子
力
災
害
な
ど
の
体
験
、
記
憶
、

記
録
、
教
訓
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
は
、
電

話
や
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
ご
連

絡
願
い
ま
す
。

▼ 

問　
福
島
県
歴
史
資
料
館

　

 

☎
０
２
４-

５
３
４-

９
２
２
０

　

 

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
４-

５
３
４-

９
１
９
５

　

 

Ｅ
メ
ー
ルoffice@history-archives.fks.ed.jp

● 

消
防
吏
員
（
高
校
卒
程
度
）
募
集

　

平
成
25
年
４
月
採
用
の
郡
山
地
方
広
域
消
防
組
合
職
員
の
候
補
者
試

験
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

▼ 

募
集
人
員　
若
干
名

▼ 

受
験
資
格　
昭
和
62
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
７
年
４
月
１
日
ま
で
に

　

生
ま
れ
た
者
（
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
。）

▼ 

第
１
次
試
験
期
日　
９
月
23
日
（
日
）

▼ 

第
１
次
試
験
会
場　
郡
山
地
方
広
域
消
防
組
合
消
防
本
部

▼ 

受
付
期
間　
７
月
23
日
（
月
）
〜
８
月
31
日
（
金
）

※ 

郵
送
の
場
合
は
、
８
月
31
日
（
金
）
ま
で
の
消
印
有
効

▼ 

受
験
申
込
等　
申
込
用
紙
の
請
求
や
申
込
方
法
、
そ
の
他
詳
細
な
内
容
は

　

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼ 

問　
〒
９
６
３-

８
８
７
７　

郡
山
市
堂
前
町
５
番
16
号

　
　
　

郡
山
地
方
広
域
消
防
組
合
消
防
本
部 

総
務
課
人
事
教
養
係

☎
０
２
４-

９
２
３-

１
７
０
８

● 

大
卒
等
合
同
就
職
面
接
会
を
開
催
し
ま
す

　

新
規
に
大
学
な
ど
を
卒
業
予
定
の
方
、
平
成
22
年
３
月
以
降
に
卒
業

し
て
現
在
就
職
活
動
を
し
て
い
る
方
を
対
象
に
、
正
社
員
で
雇
用
す
る

計
画
の
あ
る
県
内
企
業
と
の
面
接
会
を
開
催
し
ま
す
。
事
前
の
申
込
み

は
不
要
で
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼ 

主
催　
厚
生
労
働
省
福
島
労
働
局
、
新
卒
応
援
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
、
福
島
県

① 
第
１
回
目
開
催
内
容

▼ 
期
日　
７
月
17
日
（
火
）

▼ 
場
所　
コ
ラ
ッ
セ
ふ
く
し
ま
（
福
島
市
三
河
南
町
１
番
20
号
）

▼ 

時
間
／
内
容　
午
前
11
時
〜
12
時
／
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー

　

 　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時
／
合
同
就
職
面
接
会

▼ 

参
加
企
業　
福
島
・
二
本
松
地
区
の
企
業
35
社
が
参
加
予
定

▼ 

問　
福
島
新
卒
応
援
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク 

☎
０
２
４-

５
３
４-

０
４
６
６

② 

第
２
回
目
開
催
内
容

▼ 

期
日　
７
月
24
日
（
火
）

▼ 

場
所　
ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ
ト
ふ
く
し
ま
（
郡
山
市
南
２
丁
目
52
番
地
）

▼ 

時
間
／
内
容　
午
前
11
時
〜
12
時
／
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー

　

 　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
／
合
同
就
職
面
接
会

▼ 

参
加
企
業　
郡
山
・
須
賀
川
・
白
河
地
区
の
企
業
50
社
が
参
加
予
定

▼ 

問　
郡
山
新
卒
応
援
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク 

☎
０
２
４-

９
２
７-

４
６
３
３
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月
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日
発
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回
発
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編

集
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三
春

町
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グ
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プ
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代
）


0

2
4

7
-6

1
-1

1
1

0
〒

9
6

3
-7

7
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6
　

福
島

県
田
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三
春

町
字
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町
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-

２
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ail:m
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992

○ホームページ　http://www.town.miharu.fukushima.jp/
○携帯サイト　　http://www.town.miharu.fukushima.jp/mobile/

○ 町営バスをご利用の際は、お得な回数券をご利用く
　ださい。
※ 回数券は、バス車内・三春病院・役場窓口で販売してい
　ます。）

今月のバス運休日：1・8・15・16・22・29 日

マーク 休 は、町営バス「さくら号」の運休日です。

休

休 休

休

30

4 5 6

12 1311

19 2018

25 26 27

3

108 149

1715 2116

2422 23

1 2 7
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町営バス運休カレンダー（7月）

日 月 火 水 木 金 土

29 31

◆ 問　住民課 生活環境グループ　☎ 62-2147

◎ あいさつで　ふれあう心に　非行なし（ 山真也・岩江中学校 2 年）

カレンダーに記載されている●の中の数字は、関連記事が掲載されている頁
数です。施設の休館日は 18 ページに掲載しています。7 月の行事カレンダー

※ 

住
民
課
・
税
務
課
窓
口
延
長
日  

毎
週
水
曜
日
（
19
時
ま
で
）、
毎
週
日
曜
日
（
８
時
30
分
〜
12
時
）

心配ごと相談（9時～12時・福祉会館）

のびのびの日（9時～11時・子育て支援センター）

木曜おはなし会（15時30分～16時・町民図書館）

おはなし「あのね」の日（10時45分～11時・子育て支援センター）

七夕集会（放課後・中央児童館）

自由研究事前相談会（～15日）

ミニシアター（10時～・中央児童館）

ボランティア活動（13時30分～・中央児童館）

日曜おはなし会（10時30分～11時・町民図書館）

心配ごと相談（9時～12時・福祉会館）

行政相談（9時30分～12時・シルバー人材センター）

人権相談（10時～15時・三春交流館「まほら」）

食育講座「離乳食初期・中期」（10時～11時・子育て支援センター）

絵本とわらべ唄（10時30分～11時・町民図書館）

こころの健康相談会（14時～・保健センター）

木曜おはなし会（15時30分～16時・町民図書館）

保健センター開放日(9時～15時30分）

親子ふれあい教室（10時～11時30分・保健センター）

星を見る会（20時～22時・自然観察ステーション）

料理クラブ（9時30分～・中央児童館）

昼間の星を見よ（12時30分～14時30分・自然観察ステーション）

17（火）

18（水）

19（木）

21（土）

23（月）

24（火）
25（水）

27（金）

28（土）

29（日）

31（火）

心配ごと相談（9時～12時・福祉会館）

乳幼児健診・3～4か月児健診（13時集合・保健センター）

乳幼児健診・9～10か月児健診（9時集合・町立三春病院）

遊びの広場（10時～11時30分・子育て支援センター）

乳幼児健診・1歳6か月児健診（13時〜・保健センター）

こころの健康相談会（9時30分～・保健センター）

木曜おはなし会（15時30分～16時・町民図書館）

町営貝山プールオープン（～8月26日・9時～15時55分）

おりがみクラブ（9時30分～・中央児童館）

星を見る会（20時～22時・自然観察ステーション）

献血車来町（9時30分～17時・町内）

心配ごと相談（9時～12時・福祉会館）

ポリオ予防接種（9時～10時受付・町立三春病院）

お誕生日のつどい（10時～11時・子育て支援センター）

絵本とわらべ唄（10時30分～11時・町民図書館）

保健センター開放日／子育てサロン（10時～11時）／食改さんのおやつやさん（11時～）

星を見る会（20時～22時・自然観察ステーション）

第16回じどうかん子ども夏まつり（13時～15時・中央児童館）

さくら湖自然教室2012（8時～11時30分・三春ダム管理所およびさくら湖周辺）

ラブラブ・ハッピープロジェクト（16時～21時・町営ボート場）

心配ごと相談（9時～12時・福祉会館）

3（火）

4（水）

5（木）

6（金）

7（土）

8（日）

10（火）

　

11（水）

12（木）

13（金）

14（土）

15（日）

※平成 23 年度青少年健全育成標語入選作品

【行政相談】7 月 10 日（火）午前 9 時 30 分〜 12 時
　／シルバー人材センター（南町）／行政相談委員

【人権相談】7 月 10 日（火）午前 10 時〜午後 3 時 
　／三春交流館「まほら」／人権擁護委員

【心配ごと相談】7 月 3・10・17・24・31 日（火）
　午前 9 時〜 12 時／三春町福祉会館（南町）／
　民生児童委員

【肢体不自由者巡回相談】7 月 5 日（木）
　午後 1 時〜 3 時／郡山市障害者福祉センター／
　医師／要予約／保健センター☎ 62-3166

●●●今月の相談●●●

受診の際には、健康保険証を忘れずにご持参ください。

福島県医師会　http://www.fukushima.med.or.jp
田村医師会　　http://www.tma.or.jp/

7月1日

8日
15日

16日
22日

29日

せんざき医院
町立三春病院
大方病院
かみや内科クリニック
町立三春病院
奥秋医院
矢吹医院
遠藤病院

三春町
三春町
船引町
小野町
三春町
船引町
三春町
船引町

☎61-2777
☎62-3131
☎82-1117
☎72-3212
☎62-3131
☎86-2034
☎62-3015
☎82-3535

（日）

（日）

（日）

（月）

（日）

（日）

田村市

田村市

田村市

人口 17,715 人（-18）う
ち男性 8,593 人（-4）・女性 9,122 人（-14）／世帯数 5,483 世

帯（+2）人口・世帯数

7 月 31 日（火）　固定資産税 第 2 期　国民健康保険税 第１期　介護保険料 第１期納  期  限

※ 平成 22 年 10 月 1 日国勢調査の人口基準・平成 24 年 6 月１日現在（前月比）


